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平成２６年２月１５日発行３

ご意見など④

　一般質問の答弁の中で 「検討す

る」 となった事業が、 その後どの

ようになったか市民は知ることが

できない。 自治会に未加入の家庭

が増えているし、 市内でもＦＭかし

まを受信できない地域がある。 情

報を伝達する媒体の効果について

把握しているのか。

ご意見など⑤

ご意見など⑦

　災害復旧は今年度中に終わるか。

　　

２次・３次救急医療とは？

　２次救急医療は、 入院治療を必要とす
る患者に対応する機関。 都道府県などが
定めた医療圏域ごとに整備する。
　３次救急医療は、 集中治療室で加療す
る必要があるなど、 重篤な患者への対応
機関。

　一般質問の 「検討する」 という答弁については、

議会だよりにその後の結果などを載せていくことを

考えています。

　議会だよりは現在、 区長配布ですが、 新聞折り

込みをはじめ、 多くの方が見ることのできる方法を

調査しています。

　公営住宅の整備、 道路斜面対策、 自主防

災組織、 津波や液状化対策については、 引

き続き取り組みが必要です。

ご意見など⑥

　大船津に日本一の鳥居ができたが、駐車場、トイレ、自販機がない。

　鳥居に関する３点について

は、 市へお伝えします。

　２次救急医療については、 当面、

小山記念病院、 白十字総合病院、

神栖済生会病院、 鹿島労災病院の

輪番制で実施。 ３次救急医療につい

ては土浦協同病院などに対応をお願

いしています。 議会もさらに働きかけ

をしていきます。

　平成２５年９月の議会で、 議員が提

出した 「茨城県鹿行地域における救

急医療体制の拡充を求める意見書」

を可決し、 厚生労働大臣をはじめと

する関係機関へ送付するなど働きか

けを行っています。

　すぐに結果が出るものと

出ないものがありますが、

できる限り、 議会だよりな

どでお伝えしていく方針で

す。

　救急医療体制の改善を

望む。

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

ご意見など③

　あきる野市を視察して、参考に

なったことは。

　（鹿嶋市議会に比べて） 広報紙の発行

が１ヶ月早く、 鹿嶋市議会も発行日の前倒

しに取り組みます。

　また、 広報紙についてのアンケートを実

施したり、 特定の読者層をねらった特集記

事で読者の拡大を図っていたリと、 大変

参考になりました。

Ａ

Ａ

ご意見など⑧

　国や県へ要望書を提出している
が提出しただけになっている。

　結果がわかったものは、 議会だよりなどで

お知らせできるよう改善していきます。

△平成２５年６月に完成した一の鳥居
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平成２６年２月１５日発行 ２

「
市
民
報
告
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

ご意見など①

　インターネット中継は、 中継され
ている時間帯は若い人は働いてい
ていて見ることができない。　広報活動は、 より早く、 より正
しく、 よりわかりやすくが基本。 検
討してほしい。

　
「
平
成
25
年
　
市
民
報
告
会
」
は
、
11
月
16
日
に

鹿
嶋
市
商
工
会
館
と
大
野
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
２

カ
所
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
議
会
改
革
の
経
過
」
と
「
災

害
復
興
の
取
り
組
み
」
で
、
議
員
か
ら
の
報
告
に
続

い
て
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
質
問
や
ご
意
見
を
伺

い
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
は
、
市
議
会
へ
の
政
策
提

案
と
し
て
受
け
止
め
、
今
後
の
議
会
活
動
に
い
か
し

て
い
き
ま
す
。

　一般質問については、 録画配信を検討
中です。
　また、 出来るだけ早く議会だよりを市民
の皆さんにお届けするため、 発行日の前倒
しを検討しています。

ご意見など②

　一問一答方式は傍聴者にとって

わかりやすい。

△根崎議長のあいさつ

　ありがとうございます。 これか

らも、 市民に開かれた議会を目指

して議会改革に取り組んで参りま

す。

　平成２５年１２月議会の一般質問音

声の配信を始めました。

　鹿嶋市議会ホームページでご利

用いただけます。

Ａ

・・・いただいたご意見など・・・

【鹿島地域】

と　き　平成２５年１１月１６日 （土）　10:00 ～

ところ　鹿嶋市商工会館３階　多目的ホール

参加者　１７名

出席議員１７名　

　田村、 内田、 根崎、 池田、 内山、 田口、

　坂本、 立原、 桐澤、 篠塚、 小古井、 西塚、

　小池、 山口、 出頭、 宇田、 佐藤
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ご意見など⑨

　市民報告会以外で市民の意見を

収集する場はあるのか。また、行

政区単位での開催など、市民の意

見を聴く場を増やすべき。ＰＲも

足りないのではないか。

△大野ふれあいセンター

　公民館単位や各種団体単位などでも開催する必

要を感じています。 次回の開催方法については検討

します。

Ａ

ご意見など⑭

　残土問題に対して、議会からもっと強力な意思表明をしてほしい。

　条例により市外からの搬入は禁止されまし

た。 市と議会で協力して対応し、 改善しつつ

あります。 今後も市へ働きかけ、 警察の協力

をいただきながら対応していきます。

Ａ

ご意見など⑪

　先進地視察を行っているが、そ

れをどのように活かしているのか。

　先進地視察は、 市政の課題などについて事例

調査や意見交換を行うことで議員の見識を深め、

鹿嶋市の発展につなげることを目的としていま

す。

　最近の事例では、 平成２５年６月に制定した議

会基本条例や市民報告会でスクリーンを使用し、

わかりやすい説明をしたことがその成果です。

Ａ

ご意見など⑫

　第三次総合計画は立派なものだ。ぜ

ひそうありたい。しかしコミュニティ

のレベルを考えたとき、市の思うよう

にはいかない。

　地域コミュニティの崩壊は全国的な問題で、 災

害や福祉などのあらゆる分野において影響があ

ると思います。 東日本大

震災をきっかけに、 あら

ためてその重要性を強く

認識しており、 地域コミュ

ニティの推進は市政にお

ける大きな課題の一つだ

と捉えています。

　

Ａ

ご意見など⑬

　東日本大震災の際に、大志崎は鉾田

から電気をとっているため、停電が長

引き、給水や避難所などの情報も届か

なかった。市内の端にある地区は、状

況を確認して対応してほしい。大野地

区には高齢者も多いので、民生委員が

回ったほうがよいのではないか。

　高齢者全員のお宅を民生委員などが回ること

は難しく、 区単位や公民館単位を考えています。

　また、 隣近所との助け合いが必要になってくる

と思います。

Ａ

ご意見など⑩
　今ある施設を改装するなどして、博物館をつくってほしい。

　要望として、 議会から市へお伝

えします。
Ａ

【大野地域】

と　き　平成２５年１１月１６日 （土）　14:00 ～

ところ　大野ふれあいセンター多目的ホール

参加者　１７名

出席議員 1７名　

　風間、 田村、 内田、 根崎、 内山、 田口、

　坂本、 立原、 桐澤、 篠塚、 小古井、 西塚、

　小池、 山口、 出頭、 宇田、 佐藤

△平成 24年度から 33 年度の
　　　　　　　鹿嶋市総合計画
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－議会改革検討協議会の今後の活動－

　平成２４年９月に発足した議会改革検討協議会は、 一問

一答方式の導入や議会基本条例の制定、 そして今回の市

民報告会開催の中心的役割を担ってきました。

　今後は、 政治倫理向上の調査研究や効率的な議会運営

（タブレット端末を使用して、 書類の作成 ・配布の負担を軽

減するほか、 ペーパーレスによる経費削減も図る） に取り

組みます。

　無料化にすることを、 すでに市に働きかけ

をしていますが、 まだ回答がありません。 引

き続き市へ要請していきます。

　市の防災無線の内容は 「か

なめーる」 でも確認できるの

で、 利用してください。

ご意見など⑮

　ピーマンやサツマイモの商品開

発をしているが、 販売先で悩んで

いる。 鹿嶋市に道の駅はできるの

か。

　認定農業者会議で、ＪＡしおさい鹿島農産物直売所

の隣に直売所をつくるという話がありました。 加工場な

ども設けてもらえるよう要請していきます。

Ａ

Ａ

Ａ

　「かなめーる」 は、 市が実施して

いる情報提供サービスです。 携帯

電話などにメールで情報が送られま

すので、 事前に登録が必要です。

　鹿嶋市のホームページで登録の

方法などを案内しています。

ご意見など⑯

　大志崎は、風向きによって

は防災無線が聞こえない。

ご意見など⑰

　大野地区では、遠距離通学の小学生のためにスクールバスが走っているが、利用は有料。無料化を望む。

　一問一答方式の導入
　
　これまでの一般質問は、 全ての

質問項目を一括して質問し、 一括

して答える方式だったため、 傍聴

者にわかりづらいものでした。 　

　現在は、 一問ごとに質問し、 そ

の都度答える方式に変更しました。

　議会基本条例の制定
 　（平成 25 年６月 21 日制定）

   
　議会や議員のあるべき姿を明 

らかにし、 今後の鹿嶋市議会の進

む道を追求するために制定したも

のです。

　　

　市民報告会の定期開催
　
  議会の活動の様子を、 定期的   

に市民の皆さんにお知らせし、 ま

た、 市民の皆さんからの意見を議

会活動に反映させる仕組みを確立

します。

　　

　議会広報の見直し　
 
　会議の結果などをより早く、 よ

りわかりやすく皆さんにお知らせ

できるように、 議会広報委員会で

検討を進めています。 議会中継を

含めホームページの充実も図る予

定です。

　
　その他 
 
　さらに 「会議の準備などが効 

率的になり、 経費削減にもつなが

るようにタブレット端末を活用す

る」、 「一般質問の録画中継を配

信し、 好きな時間に見られるよう

にする」 などを検討しています。

決定次第、 本紙でお知らせします。

か
な
め
ー
る
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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　小池、 山口、 出頭、 宇田、 佐藤

△平成 24年度から 33 年度の
　　　　　　　鹿嶋市総合計画
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2 月議会概要

鹿嶋市議会だより
平成２６年２月１５日発行 ６

提出された議案とその結果

　平成２５年１２月の定例会は、 １２月２日から１７日まで、 １６日間の会期で開か

れました。 市長から予算関連は３件、 条例は８件、 その他が８件、 全部で１９件

の議案が提出され、 慎重に審議を行いました。

　また、 議員から議案１件、 動議１件が提出されました。 審議の結果は次のとお

りです。

議案番号 議 案 名 結 果 

議案第６７号 平成２５年度鹿嶋市一般会計補正予算（第７号） 原案可決 

議案第６８号 平成２５年度鹿嶋市介護保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決 

議案第６９号 平成２５年度鹿嶋市大野区域水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決 

議案第７０号 鹿嶋市税条例の一部を改正する条例 原案可決 

議案第７１号 鹿嶋市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 原案可決 

議案第７２号  
鹿嶋市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の一部を

改正する条例 
原案可決 

議案第７３号 鹿嶋市介護保険条例等の一部を改正する条例の一部を改正する条例 原案可決 

議案第７４号 
鹿嶋市農業集落排水処理施設の設置及び管理に関する条例の一部を

改正する条例 
原案可決 

議案第７５号 鹿嶋市下水道条例の一部を改正する条例 原案可決 

議案第７６号 鹿嶋市水道事業給水条例の一部を改正する条例 原案可決 

議案第７７号 鹿嶋市大野区域水道事業給水条例の一部を改正する条例 原案可決 

議案第７８号  大野北いきいきふれあいプラザの指定管理者の指定について 原案可決 

議案第７９号 
鹿嶋市特別養護老人ホームウェルポート鹿嶋の郷ほか２施設の指定

管理者の指定について 
原案可決 

議案第８０号 鹿嶋市大野潮騒はまなす公園附属施設の指定管理者の指定について 原案可決 

議案第８１号 財産の取得について 原案可決 

議案第８２号 鹿嶋市監査委員の選任について 原案同意 

報告第８号 
専決処分について(平成２５年１０月１日から平成２５年１１月３０ 

日までの間における市長及び副市長の給与の減額に関する条例） 
原案承認 

報告第９号  専決処分について(平成２５年度鹿嶋市一般会計補正予算(第５号)) 原案承認 

報告第１０号 専決処分について(平成２５年度鹿嶋市一般会計補正予算(第６号)) 原案承認 

 

月の議会で決まったこと１２

７ページ
に拡大！

７ページ
に拡大！

７ページ
に拡大！

７ページ
に拡大！

７ページ
に拡大！

＜議員が提出した議案等＞  

鹿嶋市議会議員７名の公職選挙法違反の事犯に関する調査特別委員会設置に関する動議 否 決 

第２号議案 内山一議員の副議長不信任に関する決議 原案可決 

 

< 市長が提出した議案＞

報告第  ８ 号

報告第  ９ 号

第 ２ 号議案
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議案名

内　容

議案第７９号
鹿嶋市特別養護老人ホームウェ
ルポート鹿嶋の郷ほか２施設の
指定管理者の指定について

特別養護老人ホームウェルポー

ト鹿嶋の郷、デイサービスセンターウェル

ポート鹿嶋の郷、障がい者通所施設松の木

学園の３施設を、平成 26 年４月から 31 年

３月までの５年間、社会福祉法人鹿嶋市社

会福祉協議会が管理運営することを可決し

ました。

議案名

内　容

議案第８２号
鹿嶋市監査委員の選任について

鹿嶋市の財務に関する事務の執

行と事業の管理を監査する監査

委員２名のうち、１名は有識者から選任し、

もう１名は議員から選任します。これまで

有識者として選任されていた委員が平成 25

年 11 月末日で退職したため、新しい委員

として次の者を選任することに、議会は同

意しました。

氏　名　　池田　治（いけだ　おさむ）

住　所　　鹿嶋市宮中 2332 番地 124

同意
議案名

内　容

議案第８０号
鹿嶋市大野潮騒はまなす公園附属
施設の指定管理者の指定について

はまなす公園の展望塔やプラネ

タリウムなどの管理運営を、平成 26 年４

月から 28 年３月までの２年間、特定非営

利活動法人はまなす楽遊会（はまなす　ら

くゆうかい）が行うことを可決しました。

　同会は、社会教育や文化・芸術、子ども

の健全育成などの幅広い分野で活動してい

るＮＰＯ法人です。

可決

議案名

内　容

議案第７８号
大野北いきいきふれあいプラザ
の指定管理者の指定について

大野北いきいきふれあいプラザ

（旧大野北幼稚園）は、児童クラブや高齢

者の生きがいづくりなどの事業を実施して

います。平成 26 年４月から 31 年３月まで

の５年間、社会福祉法人慈眼福祉会が管理

運営をすることを可決しました。同法人は

大野めぐみ保育園や大野ひかり保育園など

も運営しています。

議案名

内　容

議案第６７号　平成２５年度鹿嶋市一般会計補正予算（第７号）可決

歳入歳出ともに１１億４５６万６千円を追加し、総額２５６億４,２２０万４

千円とすることを可決しました。

【主な歳出】

総額 
256 億 4,220 万 4 千円 

　　　　　

　年度当初の予算額

　224 億 3,900 万円

可決可決

↑ ○扶助費　　  　　 ３,６１２万３千円

　（自立支援給付事業）

○保育実施委託料   ７,５７４万２千円

　（民間保育園入所支援事業）

○国庫補助金等返還金 ８,１２５万６千円

　（生活保護運営対策事業）

○市街地液状化対策事業 

　　　　　　　　３億２,６００万円

○東日本大震災復興基金積立金

　　　　　　  　２億９,１３０万９千円

【主な歳入】

○地方交付税　　   ８,５８５万３千円

　（震災復興特別交付税）

○国庫支出金　  ５億６,８８５万１千円

　（地域の元気臨時交付金など）

○県支出金　       ７,８５７万４千円

　（安心子ども支援事業補助金など）

○繰入金　      ３億６６０万５千円

　（東日本大震災復興基金など）

○前年度繰越金　１億４,５９０万１千円

○市債 （借金）　　   ▲９,１５０万円
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議
案
第
71
号
は
、
地
方
税

法
施
行
令
な
ど
の
一
部
改
正

に
伴
っ
て
、
引
用
し
て
い
る
法

律
と
の
整
合
性
を
図
る
も
の
で

す
。
　
　

　
　
議
案
第
72
号
及
び
第
73
号

は
、
平
成
25
年
６
月
に
改
正
し

た
延
滞
金
の
利
率
や
軽
減
措

置
の
適
用
期
間
の
経
過
措
置

に
つ
い
て
改
め
る
も
の
で
、
計

算
方
法
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

答
　
　
納
期
限
を
迎
え
て
い
た

分
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
は
、

14
・
６
％
で
特
例
率
の
適
用
は

な
か
っ
た
が
、
平
成
26
年
１

月
か
ら
は
特
例
の
率
を
適
用

す
る
。

　
　
議
案
第
78
号
は
、
社
会
福

祉
法
人
慈
眼
福
祉
会
を
指
定

管
理
者
と
す
る
も
の
で
す
。

委
員
は
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
な
ど
の
利
用
人
数
及
び
利

用
方
法
に
つ
い
て
質
問
を
し
、　

特
に
、
子
育
て
の
し
や
す
い
環

境
を
整
え
る
こ
と
は
重
要
で
あ

る
と
し
て
、
そ
の
施
策
を
し
っ

か
り
と
行
う
よ
う
意
見
を
し

ま
し
た
。

　
　
議
案
第
79
号
は
、
社
会
福

祉
法
人
鹿
嶋
市
社
会
福
祉
協

議
会
を
、
ウ
ェ
ル
ポ
ー
ト
鹿
嶋

の
郷
ほ
か
２
施
設
の
指
定
管
理

者
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　

個
人
市
民
税
の
前
納
報
奨
金
を
廃
止

子
育
て
支
援
策
を

　
し
っ
か
り
行
う
よ
う
意
見

【大野北いきいきふれあいプラザの利用者数】

施設名
平成 25 年度平成 24 年度

利用者数（延人数）

放課後児童クラブ

ひよこサロン

いきいきサロン

5,676 人
1,235 人
1,833 人

7,218 人
1,574 人
2,923 人

（１１月末日現在）

　
　
　
今
回
の
改
正
は
、
個
人
市

民
税
の
前
納
報
奨
金
制
度
を

廃
止
す
る
も
の
で
、
制
度
発
足

当
時
か
ら
の
社
会
情
勢
も
変

化
し
、
納
付
手
段
の
多
様
化

も
あ
っ
て
自
主
納
付
に
対
す
る

意
識
が
浸
透
し
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、
給
料
等
か
ら
天
引
き
さ

れ
る
特
別
徴
収
納
税
者
に
つ
い

て
は
適
用
外
で
あ
り
、
均
衡
を

欠
い
て
い
る
こ
と
な
ど
が
そ
の

理
由
で
す
。
委
員
か
ら
の
質

問
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

問
　
　
報
奨
金
の
交
付
実
績
は
。

答
　
　
平
成
25
年
度
の
個
人
市

民
税
の
報
奨
金
交
付
額
は
、

７
５
９
万
５
千
円
。

問
　
　
報
奨
金
制
度
を
廃
止
す

る
税
は
何
か
。

答
　
　
個
人
の
市
民
税
の
み
で
、

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
継

続
す
る
。

　
　
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
採
決
の
結
果
、
委
員
全

員
が
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ

き
で
あ
る
と
し
ま
し
た
。

【前納報奨金制度の県内 32 市の状況】

固定資産税と個人市民税の
両方に制度有り　18.8％
６市（鹿嶋市・北茨城市・牛久市・稲敷市・ 
　　　   小美玉市・常陸太田市）

固定資産税のみ制度有り　18.8％
６市（神栖市・那珂市・常陸大宮市・土浦市・
　　　  筑西市・桜川市）

制度なし　

62.4％
20 市

＊常陸太田市は 26 年度からは両方廃止

総
務
企
画
委
員
会

審査した
  議案

議
案
第
70
号
　
鹿
嶋
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
　

文
教
民
生
委
員
会

審査した
  議案

議
案
第
71
号
　
鹿
嶋
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
72
号
　鹿
嶋
市
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
73
号
　
鹿
嶋
市
介
護
保
険
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
78
号
　
大
野
北
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

議
案
第
79
号
　鹿
嶋
市
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ウ
ェ
ル
ポ
ー
ト
鹿
嶋
の
郷
ほ
か
２
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
　

　
　
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
採
決
の
結
果
、
全
て
の

議
案
に
つ
い
て
、
委
員
全
員
が

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
で

あ
る
と
し
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
の
議
案
審
査

（平成 25年度時点）



消
費
税
増
で
水
道
料
金
が
引
き
上
げ

　
　
生
活
負
担
を
考
慮
す
る
よ
う
意
見

【検討中の液状化対策の工法は？】

　検討しているのは 「汲み上げ井

戸方式の地下水位低下工法」。 地

下水を汲み上げて水位を低下させ

ることで液状化でない地層を厚く

する工法で、 ほかに 「自然流下に

よる地下水位低下工法」 がある。

　汲み上げ井戸方式は自然流下方

式が困難な場合に用いられ、 自然

流下方式よりもランニングコストが

高い。

　
　
議
案
第
74
号
か
ら
議
案
第

77
号
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も

消
費
税
法
の
一
部
改
正
に
よ

る
使
用
料
や
料
金
な
ど
の
消

費
税
額
を
引
き
上
げ
る
条
例

で
あ
り
、
特
に
水
道
料
金
な

ど
の
改
定
に
つ
い
て
は
高
齢
者

世
帯
へ
の
影
響
も
大
き
く
、
値

下
げ
の
努
力
な
ど
生
活
負
担
へ

の
考
慮
を
す
る
よ
う
意
見
を

し
ま
し
た
。

　　議
案
第
80
号
は
、
管
理
者
を

公
募
し
、
応
募
の
あ
っ
た
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
「
は
ま
な
す
楽
遊
会
」

を
指
定
管
理
者
と
し
て
指
定

す
る
も
の
で
す
。
同
法
人
へ
の

委
託
は
初
め
て
で
す
。

　
議
案
第
81
号
　
財
産
の
取
得

に
つ
い
て
は
、
ト
伝
の
郷
運
動

公
園
用
地
と
し
て
６
６
２
９
平

方
メ
ー
ト
ル
を
購
入
す
る
も
の

で
す
。

　
　
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
　
採
決
の
結
果
、
議
案
第
74

号
か
ら
議
案
第
77
号
、
議
案

第
80
号
及
び
議
案
第
81
号
に

つ
い
て
は
、
委
員
全
員
が
原
案

の
と
お
り
可
決
す
べ
き
で
あ
る

と
し
ま
し
た
。

　
　

　
　

　
　
さ
ら
に
、
議
案
第
67
号
　
平

成
25
年
度
鹿
嶋
市
一
般
会
計

補
正
予
算

(

第
７
号

)

に
計

上
さ
れ
た
内
容
に
関
連
し
て
、

液
状
化
対
策
に
係
る
工
法
に
つ

い
て
、
本
市
で
検
討
し
て
い
る

「
地
下
水
位
低
下
工
法
」
の
調

査
を
し
ま
し
た
。
委
員
か
ら
の

質
問
な
ど
は
次
の
と
お
り
で

す
。

問
　
　
市
内
の
業
者
に
発
注
す

る
の
か
。

答
　
　
工
事
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
を

考
慮
し
な
が
ら
、
十
分
検
討

し
た
い
。

鹿嶋市議会だより
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環
境
経
済
建
設
委
員
会

審査した
  議案

議
案
第
74
号
　
鹿
嶋
市
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
75
号
　
鹿
嶋
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
76
号
　
鹿
嶋
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
77
号
　
鹿
嶋
市
大
野
区
域
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
80
号
　
鹿
嶋
市
大
野
潮
騒
は
ま
な
す
公
園
附
属
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

議
案
第
81
号
　
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
　

問
　
　
近
隣
他
市
の
同
工
事
の

効
果
、
サ
ン
プ
ル
な
ど
の
情

報
が
ほ
し
い
。

答
　
近
隣
で
は
、
潮
来
市
で
実

施
し
て
い
る
。
資
料
を
用
意

し
、
説
明
の
場
を
設
け
る
。

問
　
調
査
は
、
何
カ
所
で
や
る

の
か
、
そ
の
予
算
額
は
。

答
　
調
査
は
５
カ
所
を
予
定

し
、
補
正
予
算
へ
の
予
算
計

上
は
３
カ
所
分
で
、
２
億
８
３

２
０
万
円
を
計
上
し
た
。

　
　

　
　
ま
た
、
場
所
に
よ
っ
て
液
状

化
の
状
況
も
違
う
の
で
一
つ
の

工
法
に
捉
わ
れ
ず
に
検
討
す
べ

き
、
な
ど
の
意
見
を
し
ま
し
た
。

　
　
検
討
の
結
果
、
引
き
続
き

調
査
が
必
要
で
あ
る
た
め
、

継
続
し
て
調
査
し
て
い
く
こ
と

と
し
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
の
議
案
審
査
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不
法
投
棄
へ
の
十
分
な
対
策
を
要
請

　
　
議
案
第
67
号
　
平
成
25
年

度
鹿
嶋
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
７
号
）
に
つ
い
て
の
委

員
の
質
問
な
ど
は
次
の
と
お
り

で
す
。

問
　
平
井
海
水
浴
場
は
、
犬

の
散
歩
の
た
め
に
少
し
の
時

間
だ
け
駐
車
場
を
利
用
し
て

も
、
同
じ
５
０
０
円
の
駐
車
料

金
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
配
慮
は
で
き
な
い
か
。

答
　
駐
車
場
の
管
理
や
整
地
、

ご
み
の
処
理
費
用
な
ど
開
設

費
用
が
か
か
っ
て
い
る
の
で
、

駐
車
料
金
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
地
元
の
要
望
と
し
て
検

討
す
る
が
、
海
水
浴
場
の
開

設
中
は
公
平
な
負
担
の
ご
理

解
を
お
願
い
し
た
い
。

問
　
不
法
投
棄
監
視
カ
メ
ラ
の

購
入
は
、
リ
ー
ス
し
て
い
た

も
の
を
購
入
す
る
の
か
。
そ

の
目
的
や
考
え
は
。

答
　
不
法
投
棄
が
見
受
け
ら

れ
る
と
こ
ろ
に
す
ぐ
に
設
置

で
き
る
よ
う
、
新
た
に
購
入
。

目
的
は
抑
止
だ
が
、
投
棄
が

あ
っ
た
際
は
、
追
跡
が
可
能

に
な
る
。

問
　
深
刻
な
問
題
だ
と
思
う

の
で
、
十
分
な
対
策
を
望
む
。

問
　
三
笠
幼
稚
園
の
樹
木
伐

採
と
、
伝
・
塚
原
館
跡
確
認

調
査
、
民
族
資
料
整
理
の
委

託
先
は
ど
こ
か
。

答
　
三
笠
幼
稚
園
の
樹
木
伐

採
は
、
こ
れ
か
ら
本
見
積
を

と
る
段
階
。
伝
・
塚
原
館
跡

確
認
調
査
に
つ
い
て
は
、
参

考
見
積
書
を
文
化
ス
ポ
ー
ツ

振
興
事
業
団
か
ら
、
民
族
資

料
整
理
に
つ
い
て
は
鹿
行
文

化
研
究
所
か
ら
と
っ
て
い
る
。

問
　
鹿
行
文
化
研
究
所
と
い

う
の
は
、
ど
ん
な
組
織
か
。

代
表
者
は
誰
か
。
ま
た
、
文

化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団
が

直
接
調
査
を
や
る
の
か
、
そ

れ
と
も
事
業
団
か
ら
ど
こ
か

に
再
委
託
す
る
の
か
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会

審査した
  議案

議
案
第
67
号
　
平
成
25
年
度
鹿
嶋
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

議
案
第
68
号
　
平
成
25
年
度
鹿
嶋
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

議
案
第
69
号
　
平
成
25
年
度
鹿
嶋
市
大
野
区
域
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

報
告
第
９
号
　
専
決
処
分
に
つ
い
て
（
平
成
25
年
度
鹿
嶋
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
））

報
告
第
10
号
　
専
決
処
分
に
つ
い
て
（
平
成
25
年
度
鹿
嶋
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
））

答
　
鹿
行
文
化
研
究
所
は
市

内
在
住
の
個
人
で
、
発
掘
な

ど
の
調
査
を
し
て
い
る
。
代

表
者
に
つ
い
て
は
後
日
報
告

し
た
い
。
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振

興
事
業
団
は
、
新
た
に
人
員

を
採
用
し
て
対
応
す
る
。

問
　
特
産
品
の
開
発
の
た
め
に

２
名
雇
用
し
て
い
る
。
具
体

的
な
内
容
は
。

答
　
惣
菜
や
お
菓
子
、
地
ビ
ー

ル
開
発
の
提
案
を
受
け
て
い

る
。
自
信
を
も
っ
て
売
り
出

せ
る
商
品
開
発
に
努
め
た
い
。

　
　
議
案
第
68
号
は
繰
越
金
を

財
源
と
し
、
保
険
給
付
金
３

５
０
万
円
、　
諸
支
出
金
１
３
５

万
円
を
計
上
し
た
も
の
で
す
。

　
　
議
案
第
69
号
は
、
財
源
の

組
替
え
で
企
業
債
４
０
０
０
万

円
を
減
額
、
出
資
金
４
０
０
４

万
円
を
増
額
し
た
も
の
で
す
。

　
　
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
採
決
の
結
果
、
議
案
第
67

号
か
ら
議
案
第
69
号
は
、
委

員
全
員
が
原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
で
あ
る
と
し
ま
し
た
。

　
　
続
い
て
、
台
風
26
号
な
ど

の
被
害
復
旧
の
た
め
に
支
出
し

た
報
告
第
９
号
及
び
報
告
第

10
号
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
、

市
の
被
害
状
況
に
つ
い
て
質
問

を
し
ま
し
た
。

　
　
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
採
決
の
結
果
、
報
告
第

９
号
及
び
報
告
第
10
号
は
、

委
員
全
員
が
原
案
の
と
お
り

承
認
す
べ
き
で
あ
る
と
し
ま
し
た
。

【台風 26 号などの被害】

被害の内容 件　数

通行止め　　　 ２５カ所

土砂崩れ　　　１０２カ所

床上浸水　　　　２９棟　

床下浸水　　　　４８棟

△10 月の台風で被害を受け
　たはまなす公園の展望塔

常
任
委
員
会
の
議
案
審
査

で
ん
　
つ
か
は
ら
や
か
た
あ
と
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これが知りたい！

質質　一般質問は、私 たちの生活にかかわり
の深い事柄につい て質問するものです。
　掲載した内容は、 質問者本人がまとめま
した。詳細は、鹿嶋市議会のホームページにある「録音
中継」をご利用ください。

一 般    問

市
長
の
５
期
目
の
公
約
は

　
鹿
島
開
発
の
基
本
に
目
を
向
け
て
い

た
だ
き
、
５
期
目
の
公
約
と
し
て
、
市

民
に
伝
え
る
べ
き
と
思
う
。
市
長
の
本

音
を
尋
ね
る
。

　
　
鹿
島
開
発
か
ら
50
年
。
鹿
島
開
発
の

こ
れ
か
ら
の
50
年
を
構
想
し
て
い
く
段

階
。
商
業
や
観
光
の
活
性
化
は
も
ち
ろ
ん
、

生
業
と
し
て
の
農
業
や
漁
業
、
日
本
ト
ッ

プ
の
大
企
業
を
中
心
と
し
て
日
本
に
こ
こ

だ
け
の
「
農
工
両
全
先
進
都
市
か
し
ま
」

を
つ
く
る
チ
ャ
ン
ス
。

  

鹿
嶋
の
自
然
環
境
や
歴
史
文
化
、
先

進
工
業
、
地
元
の
生
業
が
元
気
に
息
づ
き
、

若
者
の
顔
が
活
気
に
満
ち
て
い
る
鹿
嶋
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

市長

農
工
両
全
先
進
都
市
か
し
ま
を

用
地
取
得
に
努
め
て
い
る

市
道
０
１
０
２
号
線(

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
前
か
ら
南
北
へ
の
道
路)

の
進
捗
は

政
治
倫
理
に
つ
い
て

　
市
長
は
３
期
目
に
、

１
工
区
は
平
成
22
年
度

開
通
と
言
っ
て
い
た

が
、
休
止
し
て
い
る
と

思
う
。
現
在
の
進
捗
状

況
と
26
年
度
の
事
業
計

画
は
。

　
２
工
区
か
ら
工
事
を
す
す
め
て
は
ど

う
か
。

　
　
今
年
度
か
ら
は
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
を
活
用
し
、
５
ヵ
年
事
業
と
し
て

事
業
を
進
め
て
い
る
。
１
工
区
は
約
７
６

０
メ
ー
ト
ル
、
２
工
区
は
約
７
７
８
メ
ー

ト
ル
で
、
約
８
割
の
進
捗
で
あ
る
。

  

未
だ
用
地
取
得
に
至
っ
て
い
な
い
所
が

一
部
あ
る
。
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、

今
後
も
誠
心
誠
意
交
渉
に
努
め
て
い
く
。

建設
　部長

建設
　部長

　
　２
工
区
に
つ
い
て
も
用
地
買
収
に
至
っ

て
い
な
い
所
が
一
部
あ
る
。
す
で
に
用
地

の
協
力
を
い
た
だ
い
た
方
々
の
思
い
や
土

地
利
用
の
状
況
を
考
慮
す
る
と
整
備
の

必
要
性
が
あ
る
と
考
え
る
。
26
年
度
に
は

２
工
区
内
の
一
部
の
工
事
に
着
手
す
る
調

整
を
進
め
て
い
る
。

選管
　書記長

　 

選
挙
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
議
員
が

選
挙
区
内
の
人
に
寄
附
を
行
う
こ
と
は
名

義
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
特
定
の
場
合
を
除

い
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

　
　
選
挙
管
理
委
員
会
と
し
て
は
、
公
職

選
挙
法
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、
公
明
か
つ

適
正
な
選
挙
の
執
行
が
で
き
る
よ
う
、
引

き
続
き
選
挙
に
関
す
る
啓
発
、
周
知
に

努
め
て
い
く
。

　
公
職
に
就
い
て
い
る
者
が
、
物
を
配

り
な
が
ら
戸
別
訪
問
を
繰
り
返
し
て
い

る
と
、
市
民
の
方
か
ら
通
報
を
受
け
て

い
る
。
鹿
嶋
市
選
挙
管
理
委
員
会
は
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
尋
ね
る
。 △市道０１０２号線の２工区として

　予定されている道路

田村　遠渡丸　議員

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

・ 

内
田
市
長
の
16
年
間
の
総
括
　

・ 

粟
生
浜
雨
水
幹
線
の
下
水
道
復
旧
工
事

・
鹿
島
病
院
及
び
小
沼
建
設
の
東
側
の
道
路
整
備

　
の
要
望

市役所
平井中

ゴルフ場

２工区１工区

鹿島病院
総合福祉
センター

緑地公園

田村

田村

田村

田村
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一 般    問
これが知りたい！

質質

出頭　克明　議員

豪
雨
時
の
危
険
個
所
マ
ッ
プ
は

　
冠
水
す
る
場
所
や
崖
崩
れ
す
る
場
所

の
災
害
マ
ッ
プ
は
あ
る
か
。
あ
れ
ば
、

い
つ
作
成
さ
れ
た
も
の
か
。

　
冠
水
す
る
と
こ
ろ
は
、
毎
回
決
ま
っ

て
同
じ
場
所
で
あ
る
。
今
後
の
対
策
は
。

  

高
台
部
や
そ
の
縁
辺
部
を
含
め
た
市

内
の
各
所
で
冠
水
や
崖
崩
れ
が
起
き
て
い

る
。
パ
ト
ロ
ー
ル
時
に
土
の
う
や
仮
設
ポ

ン
プ
の
設
置
、
通
行
止
め
な
ど
の
対
応
を

し
て
い
る
が
、
突
発
的
な
も
の
は
予
見
も

難
し
い
。
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
土
砂

災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
歩
調
を
合
わ
せ
て

危
険
性
を
周
知
す
る
マ
ッ
プ
作
成
の
検
討

を
進
め
た
い
。
　

建設
　部長

　
　
抜
本
的
な
対
策
は
、
鹿
島
灘
や
北
浦

へ
の
雨
水
を
流
す
流
末
の
整
備
や
改
修
が

必
要
と
考
え
る
。
応
急
的
な
対
応
と
し

て
は
、
調
整
池
の
整
備
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　
　
ま
た
、
道
路
側
溝
な
ど
に
流
れ
込
む

雨
水
を
減
ら
す
こ
と
で
、
浸
水
害
を
軽

減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
一
般
住
宅

を
対
象
に
「
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
等
設

置
補
助
金
制
度
」
を
創
設
し
た
。
制
度

の
Ｐ
Ｒ
に
も
努
め
て
い
く
。

建設
　部長

マ
ッ
プ
作
成
の
必
要
を
感
じ
て
い
る

税
収
な
ど
の
歳
入
増
を
図
る

観
光
客
受
け
入
れ
の
整
備
を

今
後
の
税
収
の
予
想
と
対
策
は

御
船
祭
へ
の
市
の
か
か
わ
り
方
は

　
御
船
祭
が
平
成
26
年
９
月
に
行
わ
れ

る
が
、
多
く
の
方
々
に
見
に
き
て
も
ら

う
た
め
の
市
の
か
か
わ
り
方
は
。

　
　こ
の
御
船
祭
を
好
機
と
捉
え
、
よ
り

一
層
の
鹿
嶋
市
の
Ｐ
Ｒ
と
集
客
を
図
り
た

い
。
ポ
ス
タ
ー
の
配
布
、
東
京
・
大
阪
間

の
バ
ス
へ
の
広
告
掲
示
、
観
光
客
受
け
入

れ
の
た
め
に
ト
イ
レ
な
ど
の
環
境
整
備
を

進
め
て
い
る
ほ
か
、
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

お
い
て
Ｐ
Ｒ
を
推
進
し
て
い
る
。

環境経済
　部長

　
市
の
税
収
も
今
後
落
ち
込
む
と
予
想

す
る
が
、
将
来
の
予
想
数
値
と
対
策
は
。

　
　
今
後
の
市
税
の
予
想
数
値
は
、
税
収

総
額
に
つ
い
て
平
成
25
年
度
は
１
１
１
億

２
１
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。
平
成

企画
　部長

　
国
道
51
号
の
カ
シ
マ
サ
ッ
カ
ー
ス  

タ
ジ
ア
ム
か
ら
大
小
志
崎
ま
で
の
間
で

４
カ
所
の
冠
水
が
あ
る
が
、
国
に
対
し

て
改
善
要
求
を
し
て
い
る
の
か
。

　
　
国
道
、
県
道
の
冠
水
に
関
す
る
内
容

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
改
善
の
要
望

を
し
て
き
て
い
る
。
対
策
を
順
次
進
め
て

も
ら
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
今
後
も

改
善
、
対
策
に
向
け
た
協
議
要
望
を
国
・

県
へ
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
。

建設
　部長

29
年
度
は
、
固
定
資
産
の
評
価
替
え
や

償
却
資
産
の
大
幅
減
に
よ
っ
て
１
０
０
億

６
１
０
０
万
円
。
こ
れ
ま
で
、
行
財
政
改

革
の
推
進
に
よ
る
歳
出
の
削
減
を
は
じ

め
、
財
政
調
整
基
金
へ
の
積
立
や
市
債
残

高
の
縮
減
に
努
め
て
き
た
。

　
　
基
金
や
地
方
債
を
活
用
し
、
市
民
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
の
確
保
に
努
め
る
と

と
も
に
、
受
益
者
負
担
の
適
正
化
の
観

点
か
ら
使
用
料
や
手
数
料
な
ど
の
見
直

し
、
企
業
誘
致
の
推
進
な
ど
を
展
開
し
、

税
収
な
ど
の
歳
入
増
に
努
め
て
い
く
。

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

・
冠
水
等
に
関
し
て
、
流
末
や
側
溝
な
ど
の
計
算   

  

基
準
な
ど
に
つ
い
て
の
考
え
方

出頭

出頭出頭

出頭
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一 般    問
これが知りたい！

質質

  

市
長
は
10
年
先
、
30
年
先
、
50
年
先

の
こ
と
を
考
え
る
べ
き
だ
と
思
う
。
そ
し

て
、
あ
の
と
き
や
っ
て
お
い
て
よ
か
っ
た
と
、

将
来
に
評
価
さ
れ
る
も
の
だ
と
思
う
。
そ

う
い
う
思
い
で
自
問
自
答
し
な
が
ら
判
断

し
て
き
た
。
学
校
の
耐
震
化
は
中
国
で
起

き
た
地
震
の
報
道
を
見
て
、
今
決
断
し
な

け
れ
ば
、
の
思
い
で
取
り
組
み
始
め
た
。

  

次
は
ど
う
す
る
の
だ
と
い
う
と
こ
ろ
は
、

し
っ
か
り
市
民
の
皆
さ
ん
や
議
員
の
皆
さ

ん
に
考
え
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
。
目
先
の

こ
と
で
動
い
て
は
絶
対
に
な
ら
な
い
と
考

え
る
。

市長

震
災
復
興
計
画
の
達
成
状
況
は

校
舎
の
耐
震
化
に
安
堵

　
震
災
復
興
計
画
は
、
現
在
85
％
の
進

捗
と
な
っ
て
い
る
が
、
計
画
期
末
の
達

成
状
況
の
見
込
み
と
課
題
に
つ
い
て
尋

ね
る
。

　
校
舎
の
耐
震
化
を
訴
え
て
き
て
、
市

も
迅
速
に
取
り
組
ん
だ
お
か
げ
で
子
ど

も
た
ち
を
守
れ
た
。
本
当
に
よ
か
っ
た
。

震
災
復
興
に
は
議
会
と
市
が
「
鹿
嶋
市
、

鹿
嶋
市
民
の
た
め
に
何
と
か
し
な
け
れ

市長

「復
興
か
ら
発
展
」
へ

決
断
す
べ
き
と
き
を
見
極
め
て

立原　弘一　議員

  
議
会
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
策
定

し
た
震
災
復
興
計
画
は
、
計
画
期
間
が

残
り
３
ヶ
月
と
な
っ
た
。

  

こ
の
間
、
復
旧
・
復
興
対
策
と
し
て
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
整
備
、
市
民
生
活
の
再

建
を
図
る
た
め
の
生
活
支
援
、
次
の
災
害

へ
の
備
え
と
し
て
の
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
な
ど
、
本
年
９
月
現
在
で
約
85
％
の
進

捗
率
で
あ
る
。

  

今
後
は
復
興
か
ら
発
展
へ
と
展
望
し
な

が
ら
、
震
災
前
以
上
に
活
気
の
あ
る
、
よ

り
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

  

復
興
交
付
金
事
業
は
、
神
宮
駅
周
辺

地
区
や
鉢
形
地
区
、
平
井
東
部
地
区
な

ど
市
内
５
地
区
に
お
け
る
液
状
化
対
策
に

つ
い
て
、
い
か
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
地

域
住
民
の
同
意
を
い
た
だ
き
な
が
ら
効
果

的
に
進
め
て
い
け
る
か
。
さ
ら
に
、
高
松

地
区
に
お
け
る
復
興
ま
ち
づ
く
り
事
業
を

い
か
に
取
り
組
ん
で
い
く
か
に
つ
い
て
は
、

復
興
庁
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
省
庁
と
の

　

調
整
を
十
分
に
行
い
、
事
業
化
と
財
源

確
保
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

  

交
付
金
事
業
に
つ
い
て
は
震
災
復
興
計

画
と
は
切
り
離
し
て
、
継
続
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
思
い
で
、
一
つ

に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
。
感
謝
し

た
い
。
平
井
東
部
の
損
失
補
償
問
題
に

し
て
も
、
15
年
来
の
大
問
題
を
協
働
で

乗
り
越
え
た
。
し
か
し
、
現
職
の
県
議

会
議
員
の
応
援
に
、
同
僚
議
員
が
一
緒

に
か
り
ん
と
う
を
配
っ
て
歩
い
た
と
い

う
。
市
民
へ
の
申
し
訳
が
立
た
な
い
。

議
会
の
自
主
解
散
を
も
っ
て
そ
の
責
任

を
と
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の

調
査
は
し
っ
か
り
や
る
べ
き
だ
。
　

立原

立原
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これが知りたい！

質質

山口　哲秀　議員

急
増
す
る
耕
作
放
棄
地
の
対
策
は

　
１
年
以
上
作
付
け
さ
れ
ず
、
今
後
も

耕
作
さ
れ
る
見
通
し
の
な
い
耕
作
放
棄

地
の
農
地
が
急
速
に
増
加
し
て
い
る
。

耕
作
放
棄
地
の
現
状
と
対
策
の
実
績

は
。

　
　
全
体
の
耕
作
放
棄
面
積
は
、
24
年
度

の
調
査
結
果
で
は
、
水
田
が
42
・
６
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
畑
地
が
41
・
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ

る
。

　
　
対
策
と
し
て
市
が
農
地
復
元
に
関
す

る
整
備
を
農
業
公
社
へ
委
託
し
て
お
り
、

事
業
完
了
後
に
継
続
し
て
耕
作
す
る
こ
と

を
条
件
に
復
元
に
要
す
る
費
用
を
助
成

し
て
い
る
。
５
年
間
の
実
績
は
、水
田
が
２
・

３
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
畑
地
が
７
・
３
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
あ
る
。
　

市
単
独
で
整
備
活
用
事
業
を
実
施

環境経済
　部長

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
制
度
の
導
入
を

　
本
市
の
平
均
寿
命
は
、
国
よ
り
約
２

年
も
短
く
、
働
き
盛
り
の
年
代
で
亡
く

な
る
早
世
の
割
合
が
高
い
。
し
か
も
平

成
20
年
か
ら
３
年
間
、
一
向
に
改
善
が

さ
れ
て
い
な
い
。

　
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
制
度
の
導
入
や
健

康
奨
励
金
な
ど
の
支
給
制
度
を
創
設
し

て
は
ど
う
か
。

　
　
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
制
度
は
、
健
康
づ
く

り
体
制
と
実
施
し
て
い
る
自
治
体
の
成
果

を
見
極
め
、
調
査
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
ま
た
、
健
康
奨
励
金
な
ど
の
制
度
は
、

現
在
、
国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
の
人

間
ド
ッ
ク
受
診
時
に
助
成
を
行
っ
て
い
る
。

健
診
受
診
率
へ
の
結
び
つ
け
が
課
題

市民福祉
　部長

　
　
水
田
は
、
１
１
４
８
・
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

基
盤
整
備
が
完
了
。
畑
地
は
三
カ
所
で

実
施
し
て
お
り
、
４
１
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
完

了
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
農
地
を
11
の
土

地
改
良
区
な
ど
で
維
持
管
理
を
行
っ
て
い

る
。
基
盤
整
備
の
対
象
は
、
農
業
振
興

地
域
整
備
計
画
書
に
お
い
て
定
め
て
い
る

農
用
地
区
域
で
あ
る
。

　
　
未
整
備
地
区
で
あ
る
沼
尾
、
須
賀
、

田
野
辺
、
林
、
志
崎
地
区
で
ほ
場
整
備

環境経済
　部長

　
国
の
事
業
で
あ
る
「
耕
作
放
棄
地
再

利
用
緊
急
対
策
事
業
」
の
実
績
と
「
い

ば
ら
き
の
畑
地
再
生
事
業
」
の
活
用
の

見
通
し
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
の

現
状
は
。
ま
た
、
未
整
備
の
畑
地
の
基

盤
整
備
の
計
画
と
方
針
は
。

　
　
国
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
手
続
き
の
負

担
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
り
、
利
用
者
は

い
な
か
っ
た
。
市
の
制
度
の
ほ
う
は
農
家

の
負
担
が
少
な
く
、
利
用
し
や
す
い
と
考

環境経済
　部長

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

・
市
民
の
健
康
づ
く
り
の
実
績
と
課
題

・
健
康
か
し
ま
21
計
画

え
る
の
で
、
継
続
し
て
い
き
た
い
。

　
　「
い
ば
ら
き
の
畑
地
再
生
事
業
」
に
つ

い
て
は
、
国
の
事
業
と
併
用
し
て
い
く
も

の
で
あ
り
、
５
年
間
以
上
の
耕
作
の
義
務

な
ど
要
件
も
多
い
。
今
後
、
検
討
し
て
い

き
た
い
。
　

を
検
討
し
て
い
く
計
画
で
あ
り
、
地
権
者

の
合
意
形
成
に
よ
る
土
地
の
集
約
は
当
然

で
あ
る
。
ま
た
、
整
備
後
の
耕
作
を
担
う

農
業
者
の
育
成
、
受
益
者
負
担
へ
の
理
解
、

さ
ら
に
他
の
整
備
地
区
に
お
け
る
耕
作
放

棄
地
の
現
状
な
ど
の
条
件
整
理
が
あ
る
。

地
域
の
意
向
を
も
と
に
検
討
す
る
。

山口

山口

山口

山口
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一 般    問
これが知りたい！

質質

出頭　克明　議員

豪
雨
時
の
危
険
個
所
マ
ッ
プ
は

　
冠
水
す
る
場
所
や
崖
崩
れ
す
る
場
所

の
災
害
マ
ッ
プ
は
あ
る
か
。
あ
れ
ば
、

い
つ
作
成
さ
れ
た
も
の
か
。

　
冠
水
す
る
と
こ
ろ
は
、
毎
回
決
ま
っ

て
同
じ
場
所
で
あ
る
。
今
後
の
対
策
は
。

  

高
台
部
や
そ
の
縁
辺
部
を
含
め
た
市

内
の
各
所
で
冠
水
や
崖
崩
れ
が
起
き
て
い

る
。
パ
ト
ロ
ー
ル
時
に
土
の
う
や
仮
設
ポ

ン
プ
の
設
置
、
通
行
止
め
な
ど
の
対
応
を

し
て
い
る
が
、
突
発
的
な
も
の
は
予
見
も

難
し
い
。
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
土
砂

災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
歩
調
を
合
わ
せ
て

危
険
性
を
周
知
す
る
マ
ッ
プ
作
成
の
検
討

を
進
め
た
い
。
　

建設
　部長

　
　
抜
本
的
な
対
策
は
、
鹿
島
灘
や
北
浦

へ
の
雨
水
を
流
す
流
末
の
整
備
や
改
修
が

必
要
と
考
え
る
。
応
急
的
な
対
応
と
し

て
は
、
調
整
池
の
整
備
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　
　
ま
た
、
道
路
側
溝
な
ど
に
流
れ
込
む

雨
水
を
減
ら
す
こ
と
で
、
浸
水
害
を
軽

減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
一
般
住
宅

を
対
象
に
「
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
等
設

置
補
助
金
制
度
」
を
創
設
し
た
。
制
度

の
Ｐ
Ｒ
に
も
努
め
て
い
く
。

建設
　部長

マ
ッ
プ
作
成
の
必
要
を
感
じ
て
い
る

税
収
な
ど
の
歳
入
増
を
図
る

観
光
客
受
け
入
れ
の
整
備
を

今
後
の
税
収
の
予
想
と
対
策
は

御
船
祭
へ
の
市
の
か
か
わ
り
方
は

　
御
船
祭
が
平
成
26
年
９
月
に
行
わ
れ

る
が
、
多
く
の
方
々
に
見
に
き
て
も
ら

う
た
め
の
市
の
か
か
わ
り
方
は
。

　
　こ
の
御
船
祭
を
好
機
と
捉
え
、
よ
り

一
層
の
鹿
嶋
市
の
Ｐ
Ｒ
と
集
客
を
図
り
た

い
。
ポ
ス
タ
ー
の
配
布
、
東
京
・
大
阪
間

の
バ
ス
へ
の
広
告
掲
示
、
観
光
客
受
け
入

れ
の
た
め
に
ト
イ
レ
な
ど
の
環
境
整
備
を

進
め
て
い
る
ほ
か
、
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

お
い
て
Ｐ
Ｒ
を
推
進
し
て
い
る
。

環境経済
　部長

　
市
の
税
収
も
今
後
落
ち
込
む
と
予
想

す
る
が
、
将
来
の
予
想
数
値
と
対
策
は
。

　
　
今
後
の
市
税
の
予
想
数
値
は
、
税
収

総
額
に
つ
い
て
平
成
25
年
度
は
１
１
１
億

２
１
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。
平
成

企画
　部長

　
国
道
51
号
の
カ
シ
マ
サ
ッ
カ
ー
ス  

タ
ジ
ア
ム
か
ら
大
小
志
崎
ま
で
の
間
で

４
カ
所
の
冠
水
が
あ
る
が
、
国
に
対
し

て
改
善
要
求
を
し
て
い
る
の
か
。

　
　
国
道
、
県
道
の
冠
水
に
関
す
る
内
容

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
改
善
の
要
望

を
し
て
き
て
い
る
。
対
策
を
順
次
進
め
て

も
ら
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
今
後
も

改
善
、
対
策
に
向
け
た
協
議
要
望
を
国
・

県
へ
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
。

建設
　部長

29
年
度
は
、
固
定
資
産
の
評
価
替
え
や

償
却
資
産
の
大
幅
減
に
よ
っ
て
１
０
０
億

６
１
０
０
万
円
。
こ
れ
ま
で
、
行
財
政
改

革
の
推
進
に
よ
る
歳
出
の
削
減
を
は
じ

め
、
財
政
調
整
基
金
へ
の
積
立
や
市
債
残

高
の
縮
減
に
努
め
て
き
た
。

　
　
基
金
や
地
方
債
を
活
用
し
、
市
民
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
の
確
保
に
努
め
る
と

と
も
に
、
受
益
者
負
担
の
適
正
化
の
観

点
か
ら
使
用
料
や
手
数
料
な
ど
の
見
直

し
、
企
業
誘
致
の
推
進
な
ど
を
展
開
し
、

税
収
な
ど
の
歳
入
増
に
努
め
て
い
く
。

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

・
冠
水
等
に
関
し
て
、
流
末
や
側
溝
な
ど
の
計
算   

  

基
準
な
ど
に
つ
い
て
の
考
え
方

出頭

出頭出頭

出頭
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市
長
は
10
年
先
、
30
年
先
、
50
年
先

の
こ
と
を
考
え
る
べ
き
だ
と
思
う
。
そ
し

て
、
あ
の
と
き
や
っ
て
お
い
て
よ
か
っ
た
と
、

将
来
に
評
価
さ
れ
る
も
の
だ
と
思
う
。
そ

う
い
う
思
い
で
自
問
自
答
し
な
が
ら
判
断

し
て
き
た
。
学
校
の
耐
震
化
は
中
国
で
起

き
た
地
震
の
報
道
を
見
て
、
今
決
断
し
な

け
れ
ば
、
の
思
い
で
取
り
組
み
始
め
た
。

  

次
は
ど
う
す
る
の
だ
と
い
う
と
こ
ろ
は
、

し
っ
か
り
市
民
の
皆
さ
ん
や
議
員
の
皆
さ

ん
に
考
え
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
。
目
先
の

こ
と
で
動
い
て
は
絶
対
に
な
ら
な
い
と
考

え
る
。

市長

震
災
復
興
計
画
の
達
成
状
況
は

校
舎
の
耐
震
化
に
安
堵

　
震
災
復
興
計
画
は
、
現
在
85
％
の
進

捗
と
な
っ
て
い
る
が
、
計
画
期
末
の
達

成
状
況
の
見
込
み
と
課
題
に
つ
い
て
尋

ね
る
。

　
校
舎
の
耐
震
化
を
訴
え
て
き
て
、
市

も
迅
速
に
取
り
組
ん
だ
お
か
げ
で
子
ど

も
た
ち
を
守
れ
た
。
本
当
に
よ
か
っ
た
。

震
災
復
興
に
は
議
会
と
市
が
「
鹿
嶋
市
、

鹿
嶋
市
民
の
た
め
に
何
と
か
し
な
け
れ

市長

「復
興
か
ら
発
展
」
へ

決
断
す
べ
き
と
き
を
見
極
め
て

立原　弘一　議員

  

議
会
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
策
定

し
た
震
災
復
興
計
画
は
、
計
画
期
間
が

残
り
３
ヶ
月
と
な
っ
た
。

  

こ
の
間
、
復
旧
・
復
興
対
策
と
し
て
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
整
備
、
市
民
生
活
の
再

建
を
図
る
た
め
の
生
活
支
援
、
次
の
災
害

へ
の
備
え
と
し
て
の
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
な
ど
、
本
年
９
月
現
在
で
約
85
％
の
進

捗
率
で
あ
る
。

  

今
後
は
復
興
か
ら
発
展
へ
と
展
望
し
な

が
ら
、
震
災
前
以
上
に
活
気
の
あ
る
、
よ

り
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

  

復
興
交
付
金
事
業
は
、
神
宮
駅
周
辺

地
区
や
鉢
形
地
区
、
平
井
東
部
地
区
な

ど
市
内
５
地
区
に
お
け
る
液
状
化
対
策
に

つ
い
て
、
い
か
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
地

域
住
民
の
同
意
を
い
た
だ
き
な
が
ら
効
果

的
に
進
め
て
い
け
る
か
。
さ
ら
に
、
高
松

地
区
に
お
け
る
復
興
ま
ち
づ
く
り
事
業
を

い
か
に
取
り
組
ん
で
い
く
か
に
つ
い
て
は
、

復
興
庁
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
省
庁
と
の

　

調
整
を
十
分
に
行
い
、
事
業
化
と
財
源

確
保
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

  

交
付
金
事
業
に
つ
い
て
は
震
災
復
興
計

画
と
は
切
り
離
し
て
、
継
続
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
思
い
で
、
一
つ

に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
。
感
謝
し

た
い
。
平
井
東
部
の
損
失
補
償
問
題
に

し
て
も
、
15
年
来
の
大
問
題
を
協
働
で

乗
り
越
え
た
。
し
か
し
、
現
職
の
県
議

会
議
員
の
応
援
に
、
同
僚
議
員
が
一
緒

に
か
り
ん
と
う
を
配
っ
て
歩
い
た
と
い

う
。
市
民
へ
の
申
し
訳
が
立
た
な
い
。

議
会
の
自
主
解
散
を
も
っ
て
そ
の
責
任

を
と
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の

調
査
は
し
っ
か
り
や
る
べ
き
だ
。
　

立原

立原
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一 般    問
これが知りたい！

質質

出頭　克明　議員

豪
雨
時
の
危
険
個
所
マ
ッ
プ
は

　
冠
水
す
る
場
所
や
崖
崩
れ
す
る
場
所

の
災
害
マ
ッ
プ
は
あ
る
か
。
あ
れ
ば
、

い
つ
作
成
さ
れ
た
も
の
か
。

　
冠
水
す
る
と
こ
ろ
は
、
毎
回
決
ま
っ

て
同
じ
場
所
で
あ
る
。
今
後
の
対
策
は
。

  

高
台
部
や
そ
の
縁
辺
部
を
含
め
た
市

内
の
各
所
で
冠
水
や
崖
崩
れ
が
起
き
て
い

る
。
パ
ト
ロ
ー
ル
時
に
土
の
う
や
仮
設
ポ

ン
プ
の
設
置
、
通
行
止
め
な
ど
の
対
応
を

し
て
い
る
が
、
突
発
的
な
も
の
は
予
見
も

難
し
い
。
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
土
砂

災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
歩
調
を
合
わ
せ
て

危
険
性
を
周
知
す
る
マ
ッ
プ
作
成
の
検
討

を
進
め
た
い
。
　

建設
　部長

　
　
抜
本
的
な
対
策
は
、
鹿
島
灘
や
北
浦

へ
の
雨
水
を
流
す
流
末
の
整
備
や
改
修
が

必
要
と
考
え
る
。
応
急
的
な
対
応
と
し

て
は
、
調
整
池
の
整
備
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　
　
ま
た
、
道
路
側
溝
な
ど
に
流
れ
込
む

雨
水
を
減
ら
す
こ
と
で
、
浸
水
害
を
軽

減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
一
般
住
宅

を
対
象
に
「
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
等
設

置
補
助
金
制
度
」
を
創
設
し
た
。
制
度

の
Ｐ
Ｒ
に
も
努
め
て
い
く
。

建設
　部長

マ
ッ
プ
作
成
の
必
要
を
感
じ
て
い
る

税
収
な
ど
の
歳
入
増
を
図
る

観
光
客
受
け
入
れ
の
整
備
を

今
後
の
税
収
の
予
想
と
対
策
は

御
船
祭
へ
の
市
の
か
か
わ
り
方
は

　
御
船
祭
が
平
成
26
年
９
月
に
行
わ
れ

る
が
、
多
く
の
方
々
に
見
に
き
て
も
ら

う
た
め
の
市
の
か
か
わ
り
方
は
。

　
　こ
の
御
船
祭
を
好
機
と
捉
え
、
よ
り

一
層
の
鹿
嶋
市
の
Ｐ
Ｒ
と
集
客
を
図
り
た

い
。
ポ
ス
タ
ー
の
配
布
、
東
京
・
大
阪
間

の
バ
ス
へ
の
広
告
掲
示
、
観
光
客
受
け
入

れ
の
た
め
に
ト
イ
レ
な
ど
の
環
境
整
備
を

進
め
て
い
る
ほ
か
、
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

お
い
て
Ｐ
Ｒ
を
推
進
し
て
い
る
。

環境経済
　部長

　
市
の
税
収
も
今
後
落
ち
込
む
と
予
想

す
る
が
、
将
来
の
予
想
数
値
と
対
策
は
。

　
　
今
後
の
市
税
の
予
想
数
値
は
、
税
収

総
額
に
つ
い
て
平
成
25
年
度
は
１
１
１
億

２
１
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。
平
成

企画
　部長

　
国
道
51
号
の
カ
シ
マ
サ
ッ
カ
ー
ス  

タ
ジ
ア
ム
か
ら
大
小
志
崎
ま
で
の
間
で

４
カ
所
の
冠
水
が
あ
る
が
、
国
に
対
し

て
改
善
要
求
を
し
て
い
る
の
か
。

　
　
国
道
、
県
道
の
冠
水
に
関
す
る
内
容

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
改
善
の
要
望

を
し
て
き
て
い
る
。
対
策
を
順
次
進
め
て

も
ら
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
今
後
も

改
善
、
対
策
に
向
け
た
協
議
要
望
を
国
・

県
へ
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
。

建設
　部長

29
年
度
は
、
固
定
資
産
の
評
価
替
え
や

償
却
資
産
の
大
幅
減
に
よ
っ
て
１
０
０
億

６
１
０
０
万
円
。
こ
れ
ま
で
、
行
財
政
改

革
の
推
進
に
よ
る
歳
出
の
削
減
を
は
じ

め
、
財
政
調
整
基
金
へ
の
積
立
や
市
債
残

高
の
縮
減
に
努
め
て
き
た
。

　
　
基
金
や
地
方
債
を
活
用
し
、
市
民
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
の
確
保
に
努
め
る
と

と
も
に
、
受
益
者
負
担
の
適
正
化
の
観

点
か
ら
使
用
料
や
手
数
料
な
ど
の
見
直

し
、
企
業
誘
致
の
推
進
な
ど
を
展
開
し
、

税
収
な
ど
の
歳
入
増
に
努
め
て
い
く
。

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

・
冠
水
等
に
関
し
て
、
流
末
や
側
溝
な
ど
の
計
算   

  

基
準
な
ど
に
つ
い
て
の
考
え
方

出頭

出頭出頭

出頭
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一 般    問
これが知りたい！

質質

山口　哲秀　議員

急
増
す
る
耕
作
放
棄
地
の
対
策
は

　
１
年
以
上
作
付
け
さ
れ
ず
、
今
後
も

耕
作
さ
れ
る
見
通
し
の
な
い
耕
作
放
棄

地
の
農
地
が
急
速
に
増
加
し
て
い
る
。

耕
作
放
棄
地
の
現
状
と
対
策
の
実
績

は
。

　
　
全
体
の
耕
作
放
棄
面
積
は
、
24
年
度

の
調
査
結
果
で
は
、
水
田
が
42
・
６
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
畑
地
が
41
・
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ

る
。

　
　
対
策
と
し
て
市
が
農
地
復
元
に
関
す

る
整
備
を
農
業
公
社
へ
委
託
し
て
お
り
、

事
業
完
了
後
に
継
続
し
て
耕
作
す
る
こ
と

を
条
件
に
復
元
に
要
す
る
費
用
を
助
成

し
て
い
る
。
５
年
間
の
実
績
は
、水
田
が
２
・

３
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
畑
地
が
７
・
３
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
あ
る
。
　

市
単
独
で
整
備
活
用
事
業
を
実
施

環境経済
　部長

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
制
度
の
導
入
を

　
本
市
の
平
均
寿
命
は
、
国
よ
り
約
２

年
も
短
く
、
働
き
盛
り
の
年
代
で
亡
く

な
る
早
世
の
割
合
が
高
い
。
し
か
も
平

成
20
年
か
ら
３
年
間
、
一
向
に
改
善
が

さ
れ
て
い
な
い
。

　
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
制
度
の
導
入
や
健

康
奨
励
金
な
ど
の
支
給
制
度
を
創
設
し

て
は
ど
う
か
。

　
　
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
制
度
は
、
健
康
づ
く

り
体
制
と
実
施
し
て
い
る
自
治
体
の
成
果

を
見
極
め
、
調
査
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
ま
た
、
健
康
奨
励
金
な
ど
の
制
度
は
、

現
在
、
国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
の
人

間
ド
ッ
ク
受
診
時
に
助
成
を
行
っ
て
い
る
。

健
診
受
診
率
へ
の
結
び
つ
け
が
課
題

市民福祉
　部長

　
　
水
田
は
、
１
１
４
８
・
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

基
盤
整
備
が
完
了
。
畑
地
は
三
カ
所
で

実
施
し
て
お
り
、
４
１
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
完

了
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
農
地
を
11
の
土

地
改
良
区
な
ど
で
維
持
管
理
を
行
っ
て
い

る
。
基
盤
整
備
の
対
象
は
、
農
業
振
興

地
域
整
備
計
画
書
に
お
い
て
定
め
て
い
る

農
用
地
区
域
で
あ
る
。

　
　
未
整
備
地
区
で
あ
る
沼
尾
、
須
賀
、

田
野
辺
、
林
、
志
崎
地
区
で
ほ
場
整
備

環境経済
　部長

　
国
の
事
業
で
あ
る
「
耕
作
放
棄
地
再

利
用
緊
急
対
策
事
業
」
の
実
績
と
「
い

ば
ら
き
の
畑
地
再
生
事
業
」
の
活
用
の

見
通
し
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
の

現
状
は
。
ま
た
、
未
整
備
の
畑
地
の
基

盤
整
備
の
計
画
と
方
針
は
。

　
　
国
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
手
続
き
の
負

担
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
り
、
利
用
者
は

い
な
か
っ
た
。
市
の
制
度
の
ほ
う
は
農
家

の
負
担
が
少
な
く
、
利
用
し
や
す
い
と
考

環境経済
　部長

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

・
市
民
の
健
康
づ
く
り
の
実
績
と
課
題

・
健
康
か
し
ま
21
計
画

え
る
の
で
、
継
続
し
て
い
き
た
い
。

　
　「
い
ば
ら
き
の
畑
地
再
生
事
業
」
に
つ

い
て
は
、
国
の
事
業
と
併
用
し
て
い
く
も

の
で
あ
り
、
５
年
間
以
上
の
耕
作
の
義
務

な
ど
要
件
も
多
い
。
今
後
、
検
討
し
て
い

き
た
い
。
　

を
検
討
し
て
い
く
計
画
で
あ
り
、
地
権
者

の
合
意
形
成
に
よ
る
土
地
の
集
約
は
当
然

で
あ
る
。
ま
た
、
整
備
後
の
耕
作
を
担
う

農
業
者
の
育
成
、
受
益
者
負
担
へ
の
理
解
、

さ
ら
に
他
の
整
備
地
区
に
お
け
る
耕
作
放

棄
地
の
現
状
な
ど
の
条
件
整
理
が
あ
る
。

地
域
の
意
向
を
も
と
に
検
討
す
る
。

山口

山口

山口

山口



鹿嶋市議会だより
平成２６年２月１５日発行15

一 般    問
これが知りたい！

質質

内山　一　議員

市長 市
長
の
16
年
の
市
政
運
営
を

　
ふ
り
か
え
っ
て

公
職
選
挙
法
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か

議
員
に
期
待
す
る
も
の
は

　
市
民
音
頭
「
輪
に
な
っ
て
鹿
嶋
」
は
、

多
く
の
市
民
に
受
け
入
れ
ら
れ
楽
し
い

交
流
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。

　
平
井
東
部
の
区
画
整
理
事
業
は
市
施

行
に
な
っ
た
し
、
学
校
も
整
備
さ
れ
避

難
所
に
も
指
定
さ
れ
た
。
病
院
の
医
師

不
足
に
も
補
助
金
等
で
対
処
し
て
い

る
。
総
合
点
で
は
及
第
点
を
つ
け
る
が
、

市
長
の
思
い
は
。

　
　
市
民
音
頭
は
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
、
大
事

な
触
れ
合
い
だ
と
思
っ
て
続
け
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

　
　
就
任
以
来
、
激
動
の
変
化
を
遂
げ
た
。

行
財
政
改
革
に
始
ま
り
、
社
会
教
育
体

制
の
改
革
、
大
野
区
域
の
生
活
環
境
の

整
備
、
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
開
催

や
平
井
東
部
土
地
区
画
整
理
事
業
の
市

10
年
後
の
か
し
ま
づ
く
り
を

事
前
運
動
の
禁
止
な
ど
守
る
べ
き

市長

　
ク
リ
ー
ン
な
選
挙
で
公
職
選
挙
法
を

守
っ
て
選
出
さ
れ
る
人
が
ふ
さ
わ
し
い

と
思
う
の
だ
が
、
今
、
起
き
て
い
る
「
物

を
配
る
」
こ
と
へ
の
感
想
は
。

　
　
地
位
に
よ
る
選
挙
運
動
の
禁
止
、
事

前
運
動
の
禁
止
、
そ
の
と
お
り
だ
と
思
う
。

守
る
べ
き
で
あ
る
。

議
会
と
市
の
両
輪
で
の
ま
ち
づ
く
り

市長

　
議
員
は
、
議
会
と
し
て
市
民
に
託
さ

れ
、
市
政
を
監
視
す
る
、
市
政
を
一
緒

に
担
う
、
市
政
発
展
に
協
力
す
る
の
が

仕
事
と
認
識
す
る
が
、
市
長
が
議
員
に

期
待
す
る
も
の
は
何
か
。

　
　
市
長
と
は
、
市
民
の
た
め
に
働
く
と
い

う
意
識
が
最
優
先
で
あ
る
べ
き
で
、
議
員

も
同
じ
だ
と
思
う
。

　
　
議
会
と
市
と
の
両
輪
で
ま
ち
づ
く
り
は

進
ん
で
い
く
。
そ
し
て
市
民
の
理
解
度
も

高
ま
っ
て
い
き
、
深
ま
っ
て
い
く
。

　
　
震
災
被
害
へ
の
対
応
時
、
秩
序
あ
る
助

け
合
い
活
動
が
行
わ
れ
た
。
み
ん
な
が
力

を
合
わ
せ
る
と
、
大
き
な
力
を
発
揮
で
き

る
。
ふ
だ
ん
は
感
じ
な
く
て
も
、
何
か
あ
っ

た
と
き
に
は
助
け
合
う
。
日
本
人
と
し
て

の
伝
統
を
し
っ
か
り
守
っ
て
き
た
我
々
の
、

こ
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
脈
々
と
つ
な

が
っ
て
い
る
と
感
じ
る
。
小
さ
い
と
き
か

ら
の
こ
の
地
域
の
つ
な
が
り
を
い
か
し
て
い

き
た
い
と
痛
切
に
思
う
。

施
行
な
ど
、
こ
れ
ら
全
て
が
、
こ
れ
か
ら

の
鹿
嶋
づ
く
り
の
基
礎
と
な
る
と
思
う
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
か

じ
を
と
っ
て
き
た
。
ま
た
、
市
民
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
手
法
を
駆
使
し

な
が
ら
、
全
国
有
数
の
先
進
的
な
事
業

も
展
開
し
て
き
て
い
る
。

　
　
今
後
は
変
わ
ら
ぬ
理
念
で
あ
る
農
工

両
全
を
追
求
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
鹿

島
開
発
50
年
を
展
望
し
、
総
合
計
画
に

う
た
う
10
年
後
の
本
市
の
将
来
像
で
あ
る

「”
For

　my

　com
m
unity

”

　と
き
め
き
ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
か
し
ま
」
づ
く
り
に
全
身
全
霊

を
注
ぐ
。

内山

内山

内山

鹿嶋市議会だより
平成２６年２月１５日発行15

一 般    問
これが知りたい！

質質

内山　一　議員

市長 市
長
の
16
年
の
市
政
運
営
を

　
ふ
り
か
え
っ
て

公
職
選
挙
法
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か

議
員
に
期
待
す
る
も
の
は

　
市
民
音
頭
「
輪
に
な
っ
て
鹿
嶋
」
は
、

多
く
の
市
民
に
受
け
入
れ
ら
れ
楽
し
い

交
流
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。

　
平
井
東
部
の
区
画
整
理
事
業
は
市
施

行
に
な
っ
た
し
、
学
校
も
整
備
さ
れ
避

難
所
に
も
指
定
さ
れ
た
。
病
院
の
医
師

不
足
に
も
補
助
金
等
で
対
処
し
て
い

る
。
総
合
点
で
は
及
第
点
を
つ
け
る
が
、

市
長
の
思
い
は
。

　
　
市
民
音
頭
は
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
、
大
事

な
触
れ
合
い
だ
と
思
っ
て
続
け
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

　
　
就
任
以
来
、
激
動
の
変
化
を
遂
げ
た
。

行
財
政
改
革
に
始
ま
り
、
社
会
教
育
体

制
の
改
革
、
大
野
区
域
の
生
活
環
境
の

整
備
、
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
開
催

や
平
井
東
部
土
地
区
画
整
理
事
業
の
市

10
年
後
の
か
し
ま
づ
く
り
を

事
前
運
動
の
禁
止
な
ど
守
る
べ
き

市長

　
ク
リ
ー
ン
な
選
挙
で
公
職
選
挙
法
を

守
っ
て
選
出
さ
れ
る
人
が
ふ
さ
わ
し
い

と
思
う
の
だ
が
、
今
、
起
き
て
い
る
「
物

を
配
る
」
こ
と
へ
の
感
想
は
。

　
　
地
位
に
よ
る
選
挙
運
動
の
禁
止
、
事

前
運
動
の
禁
止
、
そ
の
と
お
り
だ
と
思
う
。

守
る
べ
き
で
あ
る
。

議
会
と
市
の
両
輪
で
の
ま
ち
づ
く
り

市長

　
議
員
は
、
議
会
と
し
て
市
民
に
託
さ

れ
、
市
政
を
監
視
す
る
、
市
政
を
一
緒

に
担
う
、
市
政
発
展
に
協
力
す
る
の
が

仕
事
と
認
識
す
る
が
、
市
長
が
議
員
に

期
待
す
る
も
の
は
何
か
。

　
　
市
長
と
は
、
市
民
の
た
め
に
働
く
と
い

う
意
識
が
最
優
先
で
あ
る
べ
き
で
、
議
員

も
同
じ
だ
と
思
う
。

　
　
議
会
と
市
と
の
両
輪
で
ま
ち
づ
く
り
は

進
ん
で
い
く
。
そ
し
て
市
民
の
理
解
度
も

高
ま
っ
て
い
き
、
深
ま
っ
て
い
く
。

　
　
震
災
被
害
へ
の
対
応
時
、
秩
序
あ
る
助

け
合
い
活
動
が
行
わ
れ
た
。
み
ん
な
が
力

を
合
わ
せ
る
と
、
大
き
な
力
を
発
揮
で
き

る
。
ふ
だ
ん
は
感
じ
な
く
て
も
、
何
か
あ
っ

た
と
き
に
は
助
け
合
う
。
日
本
人
と
し
て

の
伝
統
を
し
っ
か
り
守
っ
て
き
た
我
々
の
、

こ
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
脈
々
と
つ
な

が
っ
て
い
る
と
感
じ
る
。
小
さ
い
と
き
か

ら
の
こ
の
地
域
の
つ
な
が
り
を
い
か
し
て
い

き
た
い
と
痛
切
に
思
う
。

施
行
な
ど
、
こ
れ
ら
全
て
が
、
こ
れ
か
ら

の
鹿
嶋
づ
く
り
の
基
礎
と
な
る
と
思
う
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
か

じ
を
と
っ
て
き
た
。
ま
た
、
市
民
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
手
法
を
駆
使
し

な
が
ら
、
全
国
有
数
の
先
進
的
な
事
業

も
展
開
し
て
き
て
い
る
。

　
　
今
後
は
変
わ
ら
ぬ
理
念
で
あ
る
農
工

両
全
を
追
求
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
鹿

島
開
発
50
年
を
展
望
し
、
総
合
計
画
に

う
た
う
10
年
後
の
本
市
の
将
来
像
で
あ
る

「”
For

　my

　com
m
unity

”

　と
き
め
き
ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
か
し
ま
」
づ
く
り
に
全
身
全
霊

を
注
ぐ
。

内山

内山

内山

“
For m

y com
m

unity�”
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一 般    問
これが知りたい！

質質

桐澤　いづみ　議員

公
立
の
認
定
こ
ど
も
園
の
進
捗
状
況
は

婚
活
事
業
の
成
果
は

　
平
成
27
年
の
開
所
を
目
指
し
て
い

る
、
平
井
保
育
園
と
平
井
幼
稚
園
を
統

合
す
る
認
定
こ
ど
も
園
の
施
設
の
規
模

や
工
事
な
ど
の
進
捗
状
況
を
尋
ね
る
。

　　
　
現
在
、
来
年
度
の
建
築
に
向
け
て
設

計
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
ゼ
ロ
歳
児
か
ら

就
学
前
ま
で
の
児
童
に
対
し
て
、
最
適
な

教
育
と
保
育
を
提
供
し
て
い
く
た
め
に
ふ

さ
わ
し
い
施
設
と
な
る
よ
う
設
計
し
て
い

る
。
建
物
は
１
４
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
程

度
で
あ
る
。

市民福祉
　部長

　
　
平
井
保
育
園
の
跡
地
の
活
用
も
ま
だ

明
確
な
利
用
方
針
や
計
画
は
な
い
。
貴

重
な
市
有
地
で
あ
る
の
で
、
地
域
の
発
展

や
方
向
性
な
ど
も
含
め
て
多
面
的
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

市民福祉
　部長

現
場
か
ら
の
意
見
も
取
り
入
れ

　 

実
施
設
計
の
作
業
中

成
婚
の
実
績
も
で
き
て
い
る

　
現
在
の
平
井
幼
稚
園
や
平
井
保
育
園

の
施
設
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
活
用

を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
平
井
幼
稚
園
の
跡
地
利
用
は
考
慮
中

で
あ
る
。
散
在
し
て
い
る
教
育
施
設
や
今

後
の
教
育
施
策
、
全
庁
的
な
視
点
で
総

合
的
に
勘
案
し
、
早
期
に
有
効
活
用
を

図
り
た
い
。

教委事
　部長

　
　カ
シ
マ
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ロ
ン

で
の
事
業
は
認
知
度
も
上
が
り
、
成
婚
の

実
績
も
で
き
た
と
聞
く
。
パ
ー
テ
ィ
ー
で

は
セ
ミ
ナ
ー
も
開
催
し
話
の
き
っ
か
け
と

な
る
話
題
提
供
も
行
う
。
課
題
は
女
性

参
加
者
の
ほ
う
が
少
な
い
こ
と
。
鹿
嶋
・

神
栖
市
以
外
の
近
隣
に
も
対
象
を
広
げ

企画
　部長

　
　
ま
ち
づ
く
り
市
民
懇
話
会
の
活
動
で
、

婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
関
す
る
「
鹿
嶋

市
を
も
っ
と
楽
し
く
す
る
実
行
委
員
会
」

が
組
織
さ
れ
、
交
流
事
業
を
実
施
し
た

際
に
多
く
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
た
実
績

が
あ
る
。
単
発
事
業
だ
っ
た
こ
と
な
ど
が

反
省
点
で
あ
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
む
団
体
な
ど
と
も
課
題
を
共
有
し
、

交
流
の
機
会
の
創
出
を
支
援
し
た
い
。
　

市民協働
　部長

　
婚
活
事
業
の
成
果
を
市
は
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
て
い
る
か
。
現
状
と
課
題

を
含
め
て
尋
ね
る
。

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

・
子
ど
も
子
育
て
会
議
の
事
業
計
画
な
ど 

・
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
活
動
状
況

る
ほ
か
、
女
性
の
多
い
職
場
へ
の
ダ
イ
レ
ク

ト
メ
ー
ル
も
行
っ
て
い
る
。

△楽しそうなポスターづくりも大切な要素

桐澤

桐澤桐澤
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一 般    問
これが知りたい！

質質

佐藤　信成　議員

市長

　
行
政
が
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化
し
、
だ
れ
も
が
自

由
に
活
用
し
や
す
い
環
境
を
整
え
て
は

い
か
が
か
。

　
人
口
や
住
所
別
年
齢
情
報
な
ど
も
公

開
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

　
　
年
間
の
経
費
は
、
機
器
借
り
上
げ
に

約
１
１
０
万
円
、
人
件
費
は
４
５
７
万
円
。

手
数
料
収
入
は
年
間
で
約
35
万
円
で
あ

り
、
平
成
24
年
度
の
発
行
実
績
で
あ
る
３

４
６
６
件
か
ら
計
算
す
る
と
、
１
通
あ
た

り
１
４
７
５
円
に
な
る
。

市民福祉
　部長

今
年
度
中
に
対
応
す
る
予
定

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化
の
取
り
組
み
を

　
　い
ば
ら
き
デ
ジ
タ
ル
ま
っ
ぷ
で
こ
れ
ま
で

提
供
し
て
い
る
デ
ー
タ
は
、
加
工
に
不
向

き
な
形
式
で
あ
っ
た
。

　
　
今
年
度
は
、
閲
覧
者
が
利
用
・
加
工

し
や
す
い
Ｃ
Ｓ
Ｖ
形
式
に
対
応
し
た
シ
ス

テ
ム
に
更
新
し
た
の
で
、
改
善
さ
れ
る
見

込
み
で
あ
る
。

　
　い
ば
ら
き
デ
ジ
タ
ル
ま
っ
ぷ
は
、
鹿
嶋

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き

る
。

企画
　部長

　
土
日
の
商
業
施
設
で
の
窓
口
業
務
を

や
め
、
代
わ
り
に
自
動
交
付
機
を
設
置

し
た
ほ
う
が
市
民
に
と
っ
て
利
便
性
が

高
く
な
る
と
思
う
が
。

　
ま
た
、
職
員
の
人
件
費
も
含
め
る
と

１
通
あ
た
り
の
発
行
コ
ス
ト
は
ど
れ
ほ

ど
か
。
民
間
の
発
想
を
取
り
入
れ
る
の

で
あ
れ
ば
、
他
の
業
界
で
の
活
動
も
考

え
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
導
入
も
検
討
中

今
年
度
中
に
は
終
了
す
る
予
定

自
動
交
付
機
の
ほ
う
が
利
便
性
が

　
高
い
の
で
は

　
学
校
体
育
館
は
非
常
時
に
は
避
難
所

と
し
て
活
用
す
る
。
ト
イ
レ
が
洋
式
化

さ
れ
て
い
な
い
と
、
足
の
不
自
由
な
方

な
ど
が
避
難
を
た
め
ら
う
。
早
急
に
改

善
す
る
べ
き
で
は
。

学
校
体
育
館
の
ト
イ
レ
洋
式
化
は

　
早
急
に
対
応
す
べ
き

　
　
市
民
ふ
れ
あ
い
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
に

つ
い
て
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

る
こ
と
と
、
市
役
所
の
体
質
改
善
や
職

員
の
意
識
改
革
を
図
る
目
的
も
あ
っ
て
設

置
し
た
。

　
　
今
後
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
年
度
に
導
入
さ
れ
る
個
人
番
号

制
度
に
よ
っ
て
大
き
く
変
貌
す
る
と
想
定

し
て
い
る
。
個
人
番
号
を
活
用
し
て
コ
ン

ビ
ニ
交
付
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
の
で
、

教育長

　
　
学
校
の
ト
イ
レ
は
、
体
育
館
だ
け
で
な

く
校
舎
も
含
め
て
補
正
予
算
で
計
画
し
、

現
在
工
事
中
。
今
年
度
中
に
終
了
す
る

よ
う
進
め
て
い
る
。
　

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

・ 

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
活
用
と
情
報
化
計
画

・ 

オ
ー
プ
ン
ガ
バ
メ
ン
ト
の
取
り
組
み

・
自
動
交
付
機
で
対
応
で
き
な
い
諸
証
明
の
割
合

・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
利
用
率
向
上
の
対
策

＊
１
　
公
共
情
報
を
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
で
き
る
デ
ー
　

　
　
　
タ
形
式
で
公
開
す
る
こ
と
。
行
政
の
透
明
性
の
向
　

　
　
　
上
、
公
開
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
　

　
　
な
ど
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

＊
２
　
茨
城
県
と
県
内
市
町
村
が
共
同
で
整
備
運
営
し
、

　
　
　
　
そ
れ
ぞ
れ
が
保
有
す
る
地
図
情
報
を
、
イ
ン
タ
ー

　
　
　
　
ネ
ッ
ト
で
公
開
す
る
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
。

＊
３
　
デ
ー
タ
を
「
，（
カ
ン
マ
）」
で
区
切
っ
た
フ
ァ
イ
　

　
　
　
　
ル
で
、
表
計
算
ソ
フ
ト
な
ど
で
の
活
用
が
容
易
な
　

　
　
　
　
も
の
。

あ
わ
せ
て
自
治
体
の
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
証
し
て
い
く
。

＊
１＊

２

＊
３

佐藤

佐藤

佐藤

公
共
情
報
を
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
で
き
る
デ
ー

タ
形
式
で
公
開
す
る
こ
と
。
行
政
の
透
明
性
の
向

上
、
公
開
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開

な
ど
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

茨
城
県
と
県
内
市
町
村
が
共
同
で
整
備
運
営
し
、

そ
れ
ぞ
れ
が
保
有
す
る
地
図
情
報
を
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
公
開
す
る
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
。

デ
ー
タ
を
「
，（
カ
ン
マ
）」
で
区
切
っ
た
フ
ァ
イ

ル
で
、
表
計
算
ソ
フ
ト
な
ど
で
の
活
用
が
容
易
な

も
の
。
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一 般    問
これが知りたい！

質質

佐藤　信成　議員

市長

　
行
政
が
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化
し
、
だ
れ
も
が
自

由
に
活
用
し
や
す
い
環
境
を
整
え
て
は

い
か
が
か
。

　
人
口
や
住
所
別
年
齢
情
報
な
ど
も
公

開
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

　
　
年
間
の
経
費
は
、
機
器
借
り
上
げ
に

約
１
１
０
万
円
、
人
件
費
は
４
５
７
万
円
。

手
数
料
収
入
は
年
間
で
約
35
万
円
で
あ

り
、
平
成
24
年
度
の
発
行
実
績
で
あ
る
３

４
６
６
件
か
ら
計
算
す
る
と
、
１
通
あ
た

り
１
４
７
５
円
に
な
る
。

市民福祉
　部長

今
年
度
中
に
対
応
す
る
予
定

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化
の
取
り
組
み
を

　
　い
ば
ら
き
デ
ジ
タ
ル
ま
っ
ぷ
で
こ
れ
ま
で

提
供
し
て
い
る
デ
ー
タ
は
、
加
工
に
不
向

き
な
形
式
で
あ
っ
た
。

　
　
今
年
度
は
、
閲
覧
者
が
利
用
・
加
工

し
や
す
い
Ｃ
Ｓ
Ｖ
形
式
に
対
応
し
た
シ
ス

テ
ム
に
更
新
し
た
の
で
、
改
善
さ
れ
る
見

込
み
で
あ
る
。

　
　い
ば
ら
き
デ
ジ
タ
ル
ま
っ
ぷ
は
、
鹿
嶋

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き

る
。

企画
　部長

　
土
日
の
商
業
施
設
で
の
窓
口
業
務
を

や
め
、
代
わ
り
に
自
動
交
付
機
を
設
置

し
た
ほ
う
が
市
民
に
と
っ
て
利
便
性
が

高
く
な
る
と
思
う
が
。

　
ま
た
、
職
員
の
人
件
費
も
含
め
る
と

１
通
あ
た
り
の
発
行
コ
ス
ト
は
ど
れ
ほ

ど
か
。
民
間
の
発
想
を
取
り
入
れ
る
の

で
あ
れ
ば
、
他
の
業
界
で
の
活
動
も
考

え
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
導
入
も
検
討
中

今
年
度
中
に
は
終
了
す
る
予
定

自
動
交
付
機
の
ほ
う
が
利
便
性
が

　
高
い
の
で
は

　
学
校
体
育
館
は
非
常
時
に
は
避
難
所

と
し
て
活
用
す
る
。
ト
イ
レ
が
洋
式
化

さ
れ
て
い
な
い
と
、
足
の
不
自
由
な
方

な
ど
が
避
難
を
た
め
ら
う
。
早
急
に
改

善
す
る
べ
き
で
は
。

学
校
体
育
館
の
ト
イ
レ
洋
式
化
は

　
早
急
に
対
応
す
べ
き

　
　
市
民
ふ
れ
あ
い
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
に

つ
い
て
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

る
こ
と
と
、
市
役
所
の
体
質
改
善
や
職

員
の
意
識
改
革
を
図
る
目
的
も
あ
っ
て
設

置
し
た
。

　
　
今
後
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
年
度
に
導
入
さ
れ
る
個
人
番
号

制
度
に
よ
っ
て
大
き
く
変
貌
す
る
と
想
定

し
て
い
る
。
個
人
番
号
を
活
用
し
て
コ
ン

ビ
ニ
交
付
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
の
で
、

教育長

　
　
学
校
の
ト
イ
レ
は
、
体
育
館
だ
け
で
な

く
校
舎
も
含
め
て
補
正
予
算
で
計
画
し
、

現
在
工
事
中
。
今
年
度
中
に
終
了
す
る

よ
う
進
め
て
い
る
。
　

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

・ 

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
活
用
と
情
報
化
計
画

・ 

オ
ー
プ
ン
ガ
バ
メ
ン
ト
の
取
り
組
み

・
自
動
交
付
機
で
対
応
で
き
な
い
諸
証
明
の
割
合

・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
利
用
率
向
上
の
対
策

＊
１
　
公
共
情
報
を
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
で
き
る
デ
ー
　

　
　
　
タ
形
式
で
公
開
す
る
こ
と
。
行
政
の
透
明
性
の
向
　

　
　
　
上
、
公
開
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
　

　
　
な
ど
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

＊
２
　
茨
城
県
と
県
内
市
町
村
が
共
同
で
整
備
運
営
し
、

　
　
　
　
そ
れ
ぞ
れ
が
保
有
す
る
地
図
情
報
を
、
イ
ン
タ
ー

　
　
　
　
ネ
ッ
ト
で
公
開
す
る
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
。

＊
３
　
デ
ー
タ
を
「
，（
カ
ン
マ
）」
で
区
切
っ
た
フ
ァ
イ
　

　
　
　
　
ル
で
、
表
計
算
ソ
フ
ト
な
ど
で
の
活
用
が
容
易
な
　

　
　
　
　
も
の
。

あ
わ
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自
治
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の
サ
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の
あ
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２

＊
３

佐藤

佐藤

佐藤

鹿嶋市議会だより
平成２６年２月１５日発行 16

一 般    問
これが知りたい！

質質

佐藤　信成　議員

市長

　
行
政
が
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化
し
、
だ
れ
も
が
自

由
に
活
用
し
や
す
い
環
境
を
整
え
て
は

い
か
が
か
。

　
人
口
や
住
所
別
年
齢
情
報
な
ど
も
公

開
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

　
　
年
間
の
経
費
は
、
機
器
借
り
上
げ
に

約
１
１
０
万
円
、
人
件
費
は
４
５
７
万
円
。

手
数
料
収
入
は
年
間
で
約
35
万
円
で
あ

り
、
平
成
24
年
度
の
発
行
実
績
で
あ
る
３

４
６
６
件
か
ら
計
算
す
る
と
、
１
通
あ
た

り
１
４
７
５
円
に
な
る
。

市民福祉
　部長

今
年
度
中
に
対
応
す
る
予
定

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化
の
取
り
組
み
を

　
　い
ば
ら
き
デ
ジ
タ
ル
ま
っ
ぷ
で
こ
れ
ま
で

提
供
し
て
い
る
デ
ー
タ
は
、
加
工
に
不
向

き
な
形
式
で
あ
っ
た
。

　
　
今
年
度
は
、
閲
覧
者
が
利
用
・
加
工

し
や
す
い
Ｃ
Ｓ
Ｖ
形
式
に
対
応
し
た
シ
ス

テ
ム
に
更
新
し
た
の
で
、
改
善
さ
れ
る
見

込
み
で
あ
る
。

　
　い
ば
ら
き
デ
ジ
タ
ル
ま
っ
ぷ
は
、
鹿
嶋

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き

る
。

企画
　部長

　
土
日
の
商
業
施
設
で
の
窓
口
業
務
を

や
め
、
代
わ
り
に
自
動
交
付
機
を
設
置

し
た
ほ
う
が
市
民
に
と
っ
て
利
便
性
が

高
く
な
る
と
思
う
が
。

　
ま
た
、
職
員
の
人
件
費
も
含
め
る
と

１
通
あ
た
り
の
発
行
コ
ス
ト
は
ど
れ
ほ

ど
か
。
民
間
の
発
想
を
取
り
入
れ
る
の

で
あ
れ
ば
、
他
の
業
界
で
の
活
動
も
考

え
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
導
入
も
検
討
中

今
年
度
中
に
は
終
了
す
る
予
定

自
動
交
付
機
の
ほ
う
が
利
便
性
が

　
高
い
の
で
は

　
学
校
体
育
館
は
非
常
時
に
は
避
難
所

と
し
て
活
用
す
る
。
ト
イ
レ
が
洋
式
化

さ
れ
て
い
な
い
と
、
足
の
不
自
由
な
方

な
ど
が
避
難
を
た
め
ら
う
。
早
急
に
改

善
す
る
べ
き
で
は
。

学
校
体
育
館
の
ト
イ
レ
洋
式
化
は

　
早
急
に
対
応
す
べ
き

　
　
市
民
ふ
れ
あ
い
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
に

つ
い
て
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

る
こ
と
と
、
市
役
所
の
体
質
改
善
や
職

員
の
意
識
改
革
を
図
る
目
的
も
あ
っ
て
設

置
し
た
。

　
　
今
後
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
年
度
に
導
入
さ
れ
る
個
人
番
号

制
度
に
よ
っ
て
大
き
く
変
貌
す
る
と
想
定

し
て
い
る
。
個
人
番
号
を
活
用
し
て
コ
ン

ビ
ニ
交
付
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
の
で
、

教育長

　
　
学
校
の
ト
イ
レ
は
、
体
育
館
だ
け
で
な

く
校
舎
も
含
め
て
補
正
予
算
で
計
画
し
、

現
在
工
事
中
。
今
年
度
中
に
終
了
す
る

よ
う
進
め
て
い
る
。
　

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

・ 
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
活
用
と
情
報
化
計
画

・ 

オ
ー
プ
ン
ガ
バ
メ
ン
ト
の
取
り
組
み

・
自
動
交
付
機
で
対
応
で
き
な
い
諸
証
明
の
割
合

・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
利
用
率
向
上
の
対
策

＊
１
　
公
共
情
報
を
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
で
き
る
デ
ー
　

　
　
　
タ
形
式
で
公
開
す
る
こ
と
。
行
政
の
透
明
性
の
向
　

　
　
　
上
、
公
開
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
　

　
　
な
ど
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

＊
２
　
茨
城
県
と
県
内
市
町
村
が
共
同
で
整
備
運
営
し
、

　
　
　
　
そ
れ
ぞ
れ
が
保
有
す
る
地
図
情
報
を
、
イ
ン
タ
ー

　
　
　
　
ネ
ッ
ト
で
公
開
す
る
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
。

＊
３
　
デ
ー
タ
を
「
，（
カ
ン
マ
）」
で
区
切
っ
た
フ
ァ
イ
　

　
　
　
　
ル
で
、
表
計
算
ソ
フ
ト
な
ど
で
の
活
用
が
容
易
な
　

　
　
　
　
も
の
。

あ
わ
せ
て
自
治
体
の
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
証
し
て
い
く
。

＊
１＊

２

＊
３

佐藤

佐藤

佐藤



鹿嶋市議会だより
平成２６年２月１５日発行17

一 般    問
これが知りたい！

質質

桐澤　いづみ　議員

公
立
の
認
定
こ
ど
も
園
の
進
捗
状
況
は

婚
活
事
業
の
成
果
は

　
平
成
27
年
の
開
所
を
目
指
し
て
い

る
、
平
井
保
育
園
と
平
井
幼
稚
園
を
統

合
す
る
認
定
こ
ど
も
園
の
施
設
の
規
模

や
工
事
な
ど
の
進
捗
状
況
を
尋
ね
る
。

　　
　
現
在
、
来
年
度
の
建
築
に
向
け
て
設

計
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
ゼ
ロ
歳
児
か
ら

就
学
前
ま
で
の
児
童
に
対
し
て
、
最
適
な

教
育
と
保
育
を
提
供
し
て
い
く
た
め
に
ふ

さ
わ
し
い
施
設
と
な
る
よ
う
設
計
し
て
い

る
。
建
物
は
１
４
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
程

度
で
あ
る
。

市民福祉
　部長

　
　
平
井
保
育
園
の
跡
地
の
活
用
も
ま
だ

明
確
な
利
用
方
針
や
計
画
は
な
い
。
貴

重
な
市
有
地
で
あ
る
の
で
、
地
域
の
発
展

や
方
向
性
な
ど
も
含
め
て
多
面
的
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

市民福祉
　部長

現
場
か
ら
の
意
見
も
取
り
入
れ

　 
実
施
設
計
の
作
業
中

成
婚
の
実
績
も
で
き
て
い
る

　
現
在
の
平
井
幼
稚
園
や
平
井
保
育
園

の
施
設
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
活
用

を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
平
井
幼
稚
園
の
跡
地
利
用
は
考
慮
中

で
あ
る
。
散
在
し
て
い
る
教
育
施
設
や
今

後
の
教
育
施
策
、
全
庁
的
な
視
点
で
総

合
的
に
勘
案
し
、
早
期
に
有
効
活
用
を

図
り
た
い
。

教委事
　部長

　
　カ
シ
マ
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ロ
ン

で
の
事
業
は
認
知
度
も
上
が
り
、
成
婚
の

実
績
も
で
き
た
と
聞
く
。
パ
ー
テ
ィ
ー
で

は
セ
ミ
ナ
ー
も
開
催
し
話
の
き
っ
か
け
と

な
る
話
題
提
供
も
行
う
。
課
題
は
女
性

参
加
者
の
ほ
う
が
少
な
い
こ
と
。
鹿
嶋
・

神
栖
市
以
外
の
近
隣
に
も
対
象
を
広
げ

企画
　部長

　
　
ま
ち
づ
く
り
市
民
懇
話
会
の
活
動
で
、

婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
関
す
る
「
鹿
嶋

市
を
も
っ
と
楽
し
く
す
る
実
行
委
員
会
」

が
組
織
さ
れ
、
交
流
事
業
を
実
施
し
た

際
に
多
く
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
た
実
績

が
あ
る
。
単
発
事
業
だ
っ
た
こ
と
な
ど
が

反
省
点
で
あ
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
む
団
体
な
ど
と
も
課
題
を
共
有
し
、

交
流
の
機
会
の
創
出
を
支
援
し
た
い
。
　

市民協働
　部長

　
婚
活
事
業
の
成
果
を
市
は
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
て
い
る
か
。
現
状
と
課
題

を
含
め
て
尋
ね
る
。

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

・
子
ど
も
子
育
て
会
議
の
事
業
計
画
な
ど 

・
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
活
動
状
況

る
ほ
か
、
女
性
の
多
い
職
場
へ
の
ダ
イ
レ
ク

ト
メ
ー
ル
も
行
っ
て
い
る
。

△楽しそうなポスターづくりも大切な要素

桐澤

桐澤桐澤
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婚
の
実
績
も
で
き
て
い
る

　
現
在
の
平
井
幼
稚
園
や
平
井
保
育
園

の
施
設
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
活
用

を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
平
井
幼
稚
園
の
跡
地
利
用
は
考
慮
中

で
あ
る
。
散
在
し
て
い
る
教
育
施
設
や
今

後
の
教
育
施
策
、
全
庁
的
な
視
点
で
総

合
的
に
勘
案
し
、
早
期
に
有
効
活
用
を

図
り
た
い
。

教委事
　部長

　
　カ
シ
マ
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ロ
ン

で
の
事
業
は
認
知
度
も
上
が
り
、
成
婚
の

実
績
も
で
き
た
と
聞
く
。
パ
ー
テ
ィ
ー
で

は
セ
ミ
ナ
ー
も
開
催
し
話
の
き
っ
か
け
と

な
る
話
題
提
供
も
行
う
。
課
題
は
女
性

参
加
者
の
ほ
う
が
少
な
い
こ
と
。
鹿
嶋
・

神
栖
市
以
外
の
近
隣
に
も
対
象
を
広
げ

企画
　部長

　
　
ま
ち
づ
く
り
市
民
懇
話
会
の
活
動
で
、

婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
関
す
る
「
鹿
嶋

市
を
も
っ
と
楽
し
く
す
る
実
行
委
員
会
」

が
組
織
さ
れ
、
交
流
事
業
を
実
施
し
た

際
に
多
く
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
た
実
績

が
あ
る
。
単
発
事
業
だ
っ
た
こ
と
な
ど
が

反
省
点
で
あ
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
む
団
体
な
ど
と
も
課
題
を
共
有
し
、

交
流
の
機
会
の
創
出
を
支
援
し
た
い
。
　

市民協働
　部長

　
婚
活
事
業
の
成
果
を
市
は
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
て
い
る
か
。
現
状
と
課
題

を
含
め
て
尋
ね
る
。

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

・
子
ど
も
子
育
て
会
議
の
事
業
計
画
な
ど 

・
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
活
動
状
況

る
ほ
か
、
女
性
の
多
い
職
場
へ
の
ダ
イ
レ
ク

ト
メ
ー
ル
も
行
っ
て
い
る
。

△楽しそうなポスターづくりも大切な要素

桐澤

桐澤桐澤

鹿嶋市議会だより
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一 般    問
これが知りたい！

質質

桐澤　いづみ　議員

公
立
の
認
定
こ
ど
も
園
の
進
捗
状
況
は

婚
活
事
業
の
成
果
は

　
平
成
27
年
の
開
所
を
目
指
し
て
い

る
、
平
井
保
育
園
と
平
井
幼
稚
園
を
統

合
す
る
認
定
こ
ど
も
園
の
施
設
の
規
模

や
工
事
な
ど
の
進
捗
状
況
を
尋
ね
る
。

　　
　
現
在
、
来
年
度
の
建
築
に
向
け
て
設

計
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
ゼ
ロ
歳
児
か
ら

就
学
前
ま
で
の
児
童
に
対
し
て
、
最
適
な

教
育
と
保
育
を
提
供
し
て
い
く
た
め
に
ふ

さ
わ
し
い
施
設
と
な
る
よ
う
設
計
し
て
い

る
。
建
物
は
１
４
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
程

度
で
あ
る
。

市民福祉
　部長

　
　
平
井
保
育
園
の
跡
地
の
活
用
も
ま
だ

明
確
な
利
用
方
針
や
計
画
は
な
い
。
貴

重
な
市
有
地
で
あ
る
の
で
、
地
域
の
発
展

や
方
向
性
な
ど
も
含
め
て
多
面
的
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

市民福祉
　部長

現
場
か
ら
の
意
見
も
取
り
入
れ

　 

実
施
設
計
の
作
業
中

成
婚
の
実
績
も
で
き
て
い
る

　
現
在
の
平
井
幼
稚
園
や
平
井
保
育
園

の
施
設
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
活
用

を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
平
井
幼
稚
園
の
跡
地
利
用
は
考
慮
中

で
あ
る
。
散
在
し
て
い
る
教
育
施
設
や
今

後
の
教
育
施
策
、
全
庁
的
な
視
点
で
総

合
的
に
勘
案
し
、
早
期
に
有
効
活
用
を

図
り
た
い
。

教委事
　部長

　
　カ
シ
マ
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ロ
ン

で
の
事
業
は
認
知
度
も
上
が
り
、
成
婚
の

実
績
も
で
き
た
と
聞
く
。
パ
ー
テ
ィ
ー
で

は
セ
ミ
ナ
ー
も
開
催
し
話
の
き
っ
か
け
と

な
る
話
題
提
供
も
行
う
。
課
題
は
女
性

参
加
者
の
ほ
う
が
少
な
い
こ
と
。
鹿
嶋
・

神
栖
市
以
外
の
近
隣
に
も
対
象
を
広
げ

企画
　部長

　
　
ま
ち
づ
く
り
市
民
懇
話
会
の
活
動
で
、

婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
関
す
る
「
鹿
嶋

市
を
も
っ
と
楽
し
く
す
る
実
行
委
員
会
」

が
組
織
さ
れ
、
交
流
事
業
を
実
施
し
た

際
に
多
く
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
た
実
績

が
あ
る
。
単
発
事
業
だ
っ
た
こ
と
な
ど
が

反
省
点
で
あ
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
む
団
体
な
ど
と
も
課
題
を
共
有
し
、

交
流
の
機
会
の
創
出
を
支
援
し
た
い
。
　

市民協働
　部長

　
婚
活
事
業
の
成
果
を
市
は
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
て
い
る
か
。
現
状
と
課
題

を
含
め
て
尋
ね
る
。

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

・
子
ど
も
子
育
て
会
議
の
事
業
計
画
な
ど 

・
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
活
動
状
況

る
ほ
か
、
女
性
の
多
い
職
場
へ
の
ダ
イ
レ
ク

ト
メ
ー
ル
も
行
っ
て
い
る
。

△楽しそうなポスターづくりも大切な要素

桐澤

桐澤桐澤
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一 般    問
これが知りたい！

質質

小古井　芳一　議員

市長 発
達
障
が
い
者
の
就
労
支
援
は

　
鹿
嶋
市
総
合
計
画
の
中
に
「
障
が
い

者
雇
用
へ
の
支
援
を
図
る
」
と
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
支
援
か
。

が
ん
検
診
率
向
上
の
施
策
は

　
が
ん
検
診
率
向
上
の
た
め
に
「
が
ん

が
ど
う
い
う
病
気
で
あ
る
か
」
の
講
演

会
を
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

　
　ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
障
が
い
者
就
労
支
援

事
業
所
な
ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
事

業
を
展
開
し
て
い
る
。

　
　
啓
発
事
業
と
し
て
は
、
障
が
い
者
雇
用

月
間
で
あ
る
９
月
に
Ｆ
Ｍ
か
し
ま
と
協
力

し
て
、障
が
い
者
就
労
支
援
番
組
を
放
送
。

番
組
内
容
は
広
報
か
し
ま
に
も
掲
載
し
て

広
く
市
民
に
お
知
ら
せ
す
る
ほ
か
、
１
月

に
障
が
い
者
雇
用
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
、

２
月
に
就
労
支
援
施
設
の
合
同
販
売
会

を
開
催
す
る
。

市民福祉
　部長

関
係
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
実
施

　
　
対
象
者
が
主
体
的
に
生
活
習
慣
改
善

に
取
り
組
め
る
よ
う
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
定

期
的
に
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催
し
て
い

る
。
今
後
は
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
最

新
の
が
ん
予
防
や
治
療
に
関
す
る
情
報
に

つ
い
て
、
専
門
医
な
ど
に
よ
る
講
演
会
を

開
催
し
て
い
く
。

広
く
市
民
へ
情
報
提
供
を
行
う

命
の
尊
さ
を
教
育
現
場
で
教
え
て
ほ
し
い

　
か
わ
い
が
っ
て
い
た
捨
て
猫
が
殺
処

分
さ
れ
、
そ
の
現
実
を
知
っ
た
小
学
６

年
生
が
書
い
た
作
文
「
78
円
の
命｣

。

そ
の
影
響
が
広
が
っ
て
い
る
。
鹿
嶋
市

の
小
中
学
校
の
道
徳
教
材
と
し
て
活
用

し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
犬
猫
の
避
妊
、

去
勢
手
術
助
成
金
制
度
の
さ
ら
な
る
活

用
の
推
進
を
望
む
。

　
　
命
の
大
切
さ
は
道
徳
教
育
に
お
い
て
も

一
番
重
要
な
課
題
だ
と
思
う
。

  

道
徳
の
授
業
は
年
間
の
指
導
計
画
を

　
　
平
成
18
年
度
か
ら
始
め
た
避
妊
、
去

勢
手
術
の
費
用
助
成
は
、
そ
の
実
績
も

年
々
増
え
て
い
る
。

　
　
飼
い
主
に
は
終
生
飼
養
の
責
任
が
あ

る
。
最
後
ま
で
愛
情
と
責
任
を
持
っ
て
飼
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

学
校
に
紹
介
し
検
討
し
て
も
ら
う

教育長

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

・
企
業
向
け
障
が
い
者
の
就
労
支
援
セ
ミ
ナ
ー 

・
学
校
で
の
が
ん
へ
の
認
識
を
深
め
る
教
育

・
診
療
報
酬
明
細
書
を
活
用
し
た
医
療
費
の
適
正  

  

化
や
医
師
会
な
ど
と
の
連
携
の
状
況

環境経済
　部長

作
成
し
、
そ
の
資
料
は
い
ろ
い
ろ
な
と
こ

ろ
か
ら
選
ん
で
い
る
。
提
案
さ
れ
た
作
文

は
小
中
学
校
に
紹
介
し
、
検
討
し
て
も
ら

う
よ
う
に
し
た
い
。

△笠間市の茨城県動物指導センター。
　茨城県が、 犬の殺処分数全国ワースト１なのを
　ご存知だろうか。

小古井

小古井小古井



一般質問の「録音中継」を始めました。

鹿嶋市議会のホームページからご利用いただけます。

ＴＯＩＸＰ
市議会

平成25年

　１２月議会から

　「請願」 と 「陳情」 は、 市民の皆さんが

市議会を通じて意見や要望を市政や国政に

伝える制度で、 年齢や資格などの制限はあ

りません。

　請願書の提出には１名以上の紹介議員が

陳情書→ 請願書→

①議長が
　受理

本会議で取り扱わない
陳情書は議員に配布陳情書

紹介議員が必要

請願書

本会議で取り扱う
陳情書

審査結果
　報告

あなたの声を市政に！｢請願」 と 「陳情」

-

請
願
・
陳
情
の
流
れ-

⑥審査結果
　（採択 ・不採択 ・継続） を報告

④委員会
　請願 ・陳情につい
　て審査
　

②議会運営委員会
　　で取り扱いを協議

③本会議
　（委員会へ付託）

請
願
者
・
陳
情
者

鹿嶋市議会だより
平成２６年２月１５日発行19

⑤本会議
（採択 ・不採択 ・継続の決定）

必要ですが、 陳情には紹介議員は必要あり

ません。

　詳しくは議会事務局までお問合せくださ

い。

表　紙

紹介議員　氏名

に関する請願

請願者
　住所
　氏名　　　　　　印
＊連名のときは名簿を添付し、
　表紙は「代表者名　外○名」
　と記載してください。

内　容

に関する請願

要旨

鹿嶋市議会議長　○○○○様

平成　年　月　日
　住所
　氏名　　　　　　印

理由

表　紙

に関する陳情

陳情者
　住所
　氏名　　　　　　印
＊連名のときは名簿を添付し、
　表紙は「代表者名　外○名」
　と記載してください。

内　容

に関する陳情

要旨

鹿嶋市議会議長　○○○○様

平成　年　月　日
　住所
　氏名　　　　　　印

理由

【請願書の記入例】 【陳情書の記入例】
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鹿
嶋
市
議
会
だ
よ
り

「と
び
ら
」

平
成
２
６
年
２
月
１５
日
発
行
　
N
o
.74

■
発
行
人
　
　
　
　
　
■
編
　
集
　
　
　
　
　
■
発
　
行
　
　
茨
城
県
鹿
嶋
市
議
会

　
議
長
　
根
崎
　
彰
　
　
議
会
広
報
委
員
会
　
　
〒
314-

8655　
茨
城
県
鹿
嶋
市
大
字
平
井

1187
番
地

1
　
　
　
　
　
　
　

電
話
　
0299-

82-
2911(

代
)　

F
A
X
　
0299-

84-
7758

ー 

編
集
後
記 

ー

議
会
広
報
委
員
会
　
委
員
長
　
小
古
井
　
芳
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

副
委
員
長

　
佐
藤
　
信
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

委
　
員
　
　
小
池
　
み
よ
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
　
員
　 

山
口
　
哲
秀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
　
員
　
　
出
頭
　
克
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
　
員
　
　
宇
田
　
一
男

き
か
せ
て
！
　
あ
な
た
の

　
　
私
は
、
薬
剤
師
に
な

る
と
い
う
夢
を
持
っ
て

い
ま
す
。

　
き
っ
か
け
は
、
母
が
、
薬

剤
師
や
看
護
師
な
ど
の

仕
事
を
私
に
紹
介
し
て

く
れ
た
こ
と
で
し
た
。
　

　
　
私
は
、
薬
剤
師
さ
ん

が
薬
を
調
合
す
る
姿
を

意
識
し
て
み
る
よ
う
に

な
り
、
そ
れ
が
か
っ
こ
い

い
と
思
い
ま
し
た
。
ま

た
、
自
分
の
仕
事
で
人

を
救
え
る
と
い
う
の
も

素
敵
だ
と
感
じ
、
薬
剤

鹿島中学校１年

あさの　ゆり

浅野　友里さん

鹿嶋市議会ホームページ･･･http://city.kashima.ibaraki.jp

　
議
会
広
報
委
員
会
で
は
、

「
伝
わ
る
広
報
」
を
目
指
し
、

新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
広
報
紙

を
つ
く
る
た
め
、
平
成
25
年

か
ら
調
査
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　
11
月
12
日
に
は
、
議
会
広

報
の
先
進
地
視
察
と
し
て
、

東
京
都
あ
き
る
野
市
議
会
と

全
国
市
議
会
議
長
会
の
調
査

広
報
部
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

　
あ
き
る
野
市
議
会
で
は
、

手
に
と
っ
て
も
ら
え
る
表
紙

づ
く
り
や
読
み
た
い
と
思
わ

せ
る
記
事
の
工
夫
な
ど
に
つ

い
て
学
び
、
全
国
市
議
会
議

長
会
で
は
、
全
国
の
市
議
会

か
ら
寄
せ
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま

な
議
会
広
報
紙
を
目
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
紙
面
構
成
の
参
考

と
す
る
た
め
、
市
役
所
の
玄

関
前
で
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
意
見
を
聴
い
た
り
す
る
調

査
も
行
い
ま
し
た
。

　
題

名

の
「
と

び

ら
」
は
、

こ
の
広
報
紙
が
市
議
会
情
報

へ
の
入
り
口
の
と
び
ら
で
あ

り
、
ま
た
、
私
た
ち
の
ま
ち

鹿
嶋
の
明
る
い
未
来
が
み
え

る
よ
う
な
、
そ
ん
な
希
望
を

抱
け
る
と
び
ら
を
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
開
け
て
い

き
た
い
、
と
願
っ
て
名
づ
け

た
も
の
で
す
。

「
と
び
ら
」
が
で
き
る
ま
で

〜
議
会
広
報
委
員
会
の
活
動
〜

　
　
寒
い
日
が
続
く
中
に
も
、
少
し
ず

つ
春
の
気
配
が
う
か
が
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
　
新
し
い
議
会
だ
よ
り
「
と
び
ら
」

を
お
届
け
し
ま
し
た
。
生
ま
れ
た
ば

か
り
の
広
報
紙
で
す
。
ぜ
ひ
ご
感
想

な
ど
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
一
緒
に

育
て
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　
　
今
後
も
、
分
か
り
や
す
い
広
報
紙

づ
く
り
を
目
標
に
、
精
一
杯
が
ん
ば

り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

議会広報委員会
委員長 小古井芳一

師
を
目
指
す
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
　
今
は
、
目
の
前
に
あ

る
学
校
の
勉
強
や
部
活

動
な
ど
を
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

　
　
私
が
、
鹿
嶋
市
議
会

さ
ん
に
お
願
い
し
た
い

こ
と
は
、
通
学
路
の
整

備
で
す
。
道
が
き
れ
い

に
な
れ
ば
鹿
嶋
市
は
さ

ら
に
よ
く
な
る
と
思
い

ま
す
。

△市役所の玄関前での調査。
　ご協力ありがとうございました。

　
　
皆
さ
ん
が
、
安
全
に
通
学
で

き
る
道
路
づ
く
り
に
努
め
て
い
き

ま
す
。
　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（取材 ： 山口、 宇田）

http://city.kashima.ibaraki.jp/19gikai

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

し
て
、

多
く
の
刺
激
を
う
け
ま
し
た
。


